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令
和
２
年
度
、
市
政
運
営
に
臨

む
私
の
所
信
の
一
端
と
主
な
施

策
等
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
御
代
替
わ
り
の
諸
行
事
が

執
り
行
わ
れ
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
祝

意
を
表
し
、
新
た
な
時
代
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

本
年
た
つ
の
市
は
、
平
成
の
市

町
合
併
か
ら
15
年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
に
適
応
し
た
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
を

目
指
し
、＂
た
つ
の
＂
の
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
市
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
庁
舎
、
御
津
総
合
支
所
等
複

合
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
、

庁
舎
の
安
全
性
と
防
災
機
能
を

市
議
会
の
定
例
会
で
、
山
本
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
本
市
の
施
策
と
取
り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

（
施
政
方
針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

『
未
来
応
援

　
住
み
た
い
ま
ち

　
　
　
　 

た
つ
の
』

強
化
し
、
市
民
の
快
適
で
安
全
安

心
な
生
活
を
支
え
る
拠
点
と
い

た
し
ま
す
。

　

室
津
の
北
前
船
関
連
文
化
財

の
日
本
遺
産
認
定
に
続
き
、
龍
野

地
区
の
古
い
地
割
り
・
町
並
み

が
、
念
願
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
＂
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
＂（
※
１
）
の
醸
成
と
新
た
な

人
の
流
れ
＂
交
流
人
口
・
関
係
人

口
＂
を
創
出
す
る
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
学

校
園
に
お
け
る
保
育
・
教
育
環
境

の
充
実
に
加
え
、
新
た
な
子
育
て

支
援
施
策
を
効
果
的
に
展
開
し
、

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
体

制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
た
つ
の
市
民
病
院
の

地
方
独
立
行
政
法
人
化
、
下
水
道

事
業
の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

な
ど
行
財
政
改
革
の
推
進
と
並
行

し
て
、
こ
の
先
の
超
高
齢
化
・
人

口
激
減
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
に

適
応
し
た
未
来
逆
算
型
（
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）（
※
２
）
の
行

政
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
２
年
余
り
。
マ

ラ
ソ
ン
競
技
に
例
え
る
と
、
ま
さ

に
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
た
正
念

場
。「
未
来
応
援　

住
み
た
い
ま

ち　

た
つ
の
」
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
引
き
続
き
全
力
で
市
政
運
営

の
歩
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

１ 

新
た
な
時
代
を
担
う

 

ひ
と
づ
く
り

　

本
市
の
出
生
数
は
、
合
併
以

来
、
６
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
初
め

て
５
０
０
人
を
下
回
る
厳
し
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
新
た
な
時
代
を
担

う
人
財
で
あ
り
、
未
来
そ
の
も
の

で
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
よ
う
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

関
係
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は

つ
ら
つ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す

く
」
と
連
携
の
も
と
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
総
合
窓
口

と
し
て
、
更
に
相
談
体
制
の
充
実

と
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
事
業
と
し
て
は
、
子
ど

も
の
成
長
の
節
目
に
応
じ
た
支

援
「
は
つ
ら
つ
ベ
ビ
ー
ま
ご
こ
ろ

便
事
業
」、「
祝
入
学
支
援
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
共
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

近
年
、
多
発
す
る
高
齢
者
の
ブ

レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間

違
い
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
安

全
装
置
の
設
置
費
用
の
一
部
を

新
た
に
助
成
い
た
し
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も
に

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康

令
和
２
年
度
施
政
方
針
を
表
明

※１  都市に対する市民の誇り　 ※２  未来のある時点に目標を設定し、そこから振り返って現在すべきことを考える方法
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診
査
、
保
健
指
導
、
健
康
相
談
、

運
動
・
食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り

や
生
活
習
慣
の
改
善
、
疾
病
予
防

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
立
・
私
立
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
３
歳
未
満
児
及
び
預
か
り
保

育
等
に
係
る
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
の
実
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
い
っ
た

情
報
活
用
能
力
、
急
速
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
英
語
教
育
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
設
備
の

整
備
と
教
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
土
曜
日
の
通
年
開

設
と
保
育
料
を
減
額
改
定
し
、
女

性
の
社
会
進
出
な
ど
子
育
て
世

代
の
多
様
な
需
要
に
対
応
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
も
出
生
数
の
減
少
が
予

測
さ
れ
る
中
で
、
教
育
的
な
観
点

か
ら
一
定
の
学
校
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

学
校
統
合
の
適
否
に
つ
い
て
、
保

護
者
、
地
域
な
ど
関
係
者
と
丁
寧

に
協
議
を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学
校
の
在
り

方
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
啓

発
、
人
権
教
育
等
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
女
性
の
幅
広
い
社

会
参
画
を
促
進
し
、
す
べ
て
の
市

民
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

２ 

新
た
な
時
代
に

 

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
人
口
増
加
に
比
例

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
道
路
・

橋
梁
、
上
・
下
水
道
、
公
共
施
設

な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
人
口
規
模
に

あ
っ
た
保
有
量
を
精
査
す
る
と

と
も
に
、
社
会
構
造
の
変
化
や
需

要
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
長
寿
命
化
や
集
約
・
複
合
化
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
、
買
い
物
、
通
勤
・

通
学
な
ど
生
活
を
支
え
る
公
共
交

通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅
周
辺
整

備
事
業
を
進
め
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
強
化
と
併
せ
て
、
主
要

地
方
道
網
干
た
つ
の
線
令
和
跨
線

橋
の
完
成
に
伴
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ル
ー
ト
を
新
た
に
設
定
し
、

市
民
の
多
様
な
移
動
需
要
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
農
漁
村
や
農
林
水
産
業
が

有
す
る
多
面
的
機
能
を
将
来
に

わ
た
っ
て
発
揮
・
維
持
で
き
る
よ

う
、
生
産
基
盤
の
機
能
強
化
や
安

全
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
被
害
が
深
刻
化
す
る
獣

害
に
つ
き
ま
し
て
、
捕
獲
活
動
に

加
え
、
専
門
知
識
と
経
験
豊
富
な

民
間
事
業
者
を
派
遣
し
、
農
業
被

害
等
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る

地
場
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
起
業
・
創
業
、

販
路
の
拡
大
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
開
拓
な
ど
の
支
援
に
加
え
、

新
た
に
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
所
の
開

設
を
支
援
し
、
若
年
層
の
雇
用
拡

大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
本
竜
野
駅
に
お

い
て
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し

て
注
目
さ
れ
る
超
小
型
電
気
自

動
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
試
験

導
入
し
、
重
伝
建
地
区
へ
の
観
光

誘
客
と
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル

を
検
証
し
ま
す
。

　

経
済
、
観
光
分
野
等
に
お
き
ま

し
て
は
、
市
町
の
枠
を
越
え
た
活

動
の
実
態
に
即
し
、
定
住
自
立

圏
、
連
携
中
枢
都
市
圏
な
ど
広
域

連
携
に
よ
る
取
組
を
さ
ら
に
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
自
然
災
害
か
ら
命
を
守

り
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
最
新
化
し
、

全
世
帯
へ
配
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
整
備
に
伴
い
災

害
対
策
本
部
室
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、防
災
行
政
無
線
（
基
地
局
）

を
更
新
し
、
災
害
対
応
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３ 

新
た
な
時
代
に

 

適
応
し
た
行
政
経
営

　

基
礎
自
治
体
は
変
わ
り
続
け

る
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
構
造

に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
て

い
く
た
め
、
新
し
い
技
術
や
視
点

を
基
盤
と
し
て
、
地
域
や
組
織
の

枠
を
越
え
て
様
々
な
主
体
が
連

携
し
合
う
社
会
の
構
築
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

市
長
就
任
時
か
ら
継
続
し
て

い
ま
す
「
市
長
対
話
広
場
事
業
」

を
は
じ
め
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
へ
積
極
的
に
赴
き
、
市
民
の

皆
様
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
思
い
や
御
意
見
を
お
聴
き
し

市
政
運
営
に
生
か
す
と
と
も
に
、

自
ら
考
え
主
体
的
に
活
動
す
る

地
域
や
団
体
の
取
組
を
支
援
い

た
し
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

広
報
誌
な
ど
幅
広
い
媒
体
を
活

用
し
効
果
的
に
市
政
情
報
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ホ
決

済
ア
プ
リ
の
導
入
や
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
推
進
な
ど
、
時
代
に
即

し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資

質
も
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
各
種

研
修
制
度
を
充
実
し
プ
ロ
意
識

を
持
っ
た
職
員
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
職
員
定
員
適
正
化

計
画
を
改
定
し
適
正
な
職
員
数

の
確
保
・
配
置
と
合
わ
せ
、
国
の

働
き
方
改
革
に
伴
う
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」
を
導
入
い
た
し

ま
す
。

　

合
併
か
ら
15
年
が
経
過
し
、

様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
形
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
、
た
つ
の
市
民
病
院
の
地
方

独
立
行
政
法
人
化
、
下
水
道
事
業

の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
、
公

共
施
設
の
適
正
管
理
、
既
存
事
業

の
見
直
し
な
ど
痛
み
を
伴
う
行
財

政
改
革
の
断
行
に
加
え
、
業
務
の

正
確
性
・
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）（
※
３
）、

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）（
※

４
）
な
ど
の
新
し
い
技
術
も
視
野

に
入
れ
、
引
き
続
き
信
頼
さ
れ
る

行
政
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

※３  人間の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム 　※４  ロボットによる業務自動化
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市税
107億7,461万円
（28.7%）

地方交付税
89億5,000万円
（23.9%）

市債
54億1,930万円
（14.5%）

国庫支出金
40億8,181万円
（10.9%）

県支出金
22億6,100万円
（6.0%）

繰入金
16億6,281万円（4.4%）

地方消費税交付金
16億4,000万円（4.4%）

諸収入
11億5,365万円（3.1%）

使用料及び手数料
3億9,837万円（1.1%）

分担金及び負担金
3億493万円（0.8%）
地方譲与税
2億9,340万円（0.8%）
その他
5億7,012万円（1.4%）

特集  わたしたちの市政

令和2年度
当初予算

未来応援 住みたいまち たつの
「子育てするならたつの市」

予算総額　657億  417万円（対前年度 11億1,521万円の増）

一般会計　375億1,000万円（対前年度 14億円の増）

　本市が直面する最大の課題である人口減少・少子高齢化を克服し、若者・子育て世代が住みたい、住み続けたいと思える活力
あるまちを創造するため、新たな時代を切りひらく予算調製をしました。
　子育て世代の経済的負担軽減として、助成制度の創設、放課後児童クラブの拡大等による育成支援を推進します。
　本庁舎整備事業等の大型投資的事業が本格化し、合併後最大の予算規模となりましたが、公営企業の抜本的改革として、令
和2年度からたつの市民病院の地方独立行政法人への移行、下水道事業が地方公営企業法を一部適用するほか、更なる行財政改
革を進め長期的な展望のもと行財政基盤の強化に取り組み持続可能な財政運営を行います。

主な用語解説
■市　　　税 皆さんに納めていただく税金

■地方交付税 財政力に応じて国から交付される
お金

■市　　　債 建設事業等に充てるための借入金

■国庫支出金 国が使途を特定して交付する資金

■県 支 出 金 県が使途を特定して交付する資金

■地方消費税
　交付金

地方消費税の一部を県から交付さ
れるお金

■使用料及び
　手数料

市の施設の使用料や住民票等の
交付手数料

■分担金及び
　負担金

事業にかかる経費の一部を受益
の程度に応じて利用者が負担する
お金

■そ　の　他 寄付金等

一般会計歳入

特別会計　170億8,012万円
会計名 予算額 増減額 会計名 予算額 増減額

学校給食センター事業 6億8,435万円 9,221万円 後期高齢者医療事業 11億5,585万円 4,330万円
土地取得造成事業 6,701万円 △1,397万円 介護保険事業 69億1,480万円 2億4,688万円
揖龍公平委員会事業 79万円 △5万円 と畜場事業 5,000万円 —
国民健康保険事業 81億1,632万円 △5億6,374万円 病院事業債管理事業 9,100万円 皆増

※令和２年度から、下水道事業、農業集落排水事業、前処理場事業は、地方公営企業法を一部適用したため、企業会計 
（下水道事業）に移行しています。

※本ページ内の表中数値については、表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。
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民生費
116億3,538万円
（31.0%）

総務費
68億7,313万円
（18.3%）

土木費
67億2,099万円
（17.9%）

公債費
32億8,110万円
（8.7%）

教育費
31億7,597万円
（8.6%）

農林水産業費
7億9,012万円（2.1%）

議会費
2億6,905万円（0.7%） 諸支出金

1億5,817万円（0.4%）
労働費
2,429万円（0.1%）
予備費
3,000万円（0.1%）消防費

13億2,079万円（3.5%）

商工費
8億3,230万円（2.2%）

衛生費
23億9,871万円（6.4%）

一般会計歳出

企業会計　111億1,405万円
会計名 予算額

水道事業
収入 14億9,431万円
支出 16億1,490万円

下水道事業
収入 75億7,351万円
支出 91億2,858万円

国民宿舎事業
収入 3億1,566万円
支出 3億7,057万円

※令和２年度から、病院事業は地方独立行政法人に
移行したため、削除しています。

市民1人あたり1年間に使われる予算491,870円はこのように使います

皆様からの税金はさまざまな事業に生かされています。

※令和２年１月31日現在の人口76,260人
を基に算出しています。また、円単位
未満は四捨五入しています。

市民1人あたりが
1年間に負担する税は？

141,287円
市民税（個人） 46,442円
市民税（法人） 10,148円
固定資産税 67,495円
軽自動車税 3,734円
市たばこ税 6,351円
都市計画税 7,100円
入湯税 17円

～令和2年度予算の重点～
◎新たな時代を担うひとづくり
　子育てに関する経済的負担の軽減や高齢者
を対象とした自動車の安全装置設置助成等を
実施します。
　・はつらつベビーまごころ便事業
　・祝入学支援事業
　・高齢者安全運転支援事業

◎新たな時代に調和したまちづくり
　交流人口拡大を図る貴重な地域資源を活用
した観光誘客や災害時の被害軽減を目的とし
た防災マップの更新等を行います。
　・観光誘客戦略事業
　・次世代モビリティ推進事業
　・防災マップ更新事業

◎新たな時代に適応した行政経営
　市民の利便性向上のための市税等のスマホ
決済導入や令和跨線橋開通に伴うコミュニティ
バスの新ルート設定等を行います。
　・モバイル決済推進事業
　・本庁舎・御津総合支所等複合施設整備事業
　・コミュニティバス等運行事業

その他

6,313円

公債費

市の借入金の
返済

43,025円

商工費

商工業の振興・
観光事業等

10,914円

土木費

道路･市営住宅
の建設や管理等

88,133円

教育費

教育・文化スポー
ツ施設の充実等

41,647円

民生費

社会福祉や生活
扶助等

152,575円

消防費

消防・救急・防
災等

17,320円

総務費

市役所の整備・
管理運営等

90,128円

衛生費

ゴミの清掃、保健
衛生、し尿処理等

31,454円

農林水産業費

かんがい排水や
ほ場の整備等

10,361円
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自
然
を
大
切
に
し
、
共
に

暮
ら
す

　

市
民
、
団
体
等
と
連
携
し
、
多
様
で
豊

か
な
自
然
や
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
良
好
な

環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
化
団
体
の
活
動
を
支
援

し
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

　

第
３
次
た
つ
の
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
推
進
す
る
ほ
か
、
年
々
増
加
す

る
不
法
投
棄
に
対
し
、
地
域
団
体
に
監
視

カ
メ
ラ
を
貸
与
し
不
法
投
棄
の
撲
滅
を
目

指
し
ま
す
。

良
質
な
住
環
境
を
整
備
す
る

　

地
震
等
に
よ
る
人
的
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
耐
震
化
の
啓
発
、
耐
震
診
断
等
の

支
援
に
加
え
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
を
支
援
し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
住
宅
の
外
壁
等
改
修
工
事
を
実
施

し
、
良
好
な
住
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

安
全
便
利
な
交
通
環
境
を

整
え
る

　

た
つ
の
市
道
路
橋
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
点
検
、
修
繕

を
実
施
し
既
存
道
路
の
健
全
性
を
維
持

し
ま
す
。

　

県
が
推
進
す
る
「
兵
庫
県
自
転
車
活
用

推
進
計
画
」
に
協
調
し
、
自
転
車
が
安
全

に
市
内
を
走
行
で
き
る
よ
う
案
内
看
板
等

を
整
備
す
る
ほ
か
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
ひ
ょ
う
ご
サ
イ
ク
リ
ン
グ

モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
整
備
や
城
山
城
跡
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
、

市
民
の
多
様
な
移
動
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
令
和
跨
線
橋
の
完
成
に
伴
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ル
ー
ト
を
新
た
に
設
定

し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
に
つ
い
て
は
、
年
間

３
０
０
万
人
乗
車
を
維
持
す
る
た
め
、
兵

庫
県
、
沿
線
市
町
と
連
携
し
て
、
引
き
続

き
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
切
な
命
と
地
域
を
守
る

　

災
害
時
に
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
土
砂
災
害
特
別
警
報
区
域
や
津
波
浸

水
想
定
区
域
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
防
災

マ
ッ
プ
を
最
新
化
し
、
全
世
帯
へ
配
付
し

ま
す
。

　

本
庁
舎
整
備
に
併
せ
災
害
対
策
本
部
室

を
設
け
、
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

防
災
機
能
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
減
お
よ
び
育
児
支

援
策
と
し
て
、
お
む
つ
や
離
乳
食
等
の
育

児
用
品
を
お
届
け
す
る
「
は
つ
ら
つ
ベ

ビ
ー
ま
ご
こ
ろ
便
事
業
」
、
小
学
校
新
入

学
生
を
対
象
に
学
校
生
活
で
必
要
と
な
る

学
用
品
を
配
布
す
る
「
祝
入
学
支
援
事

業
」
な
ど
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

自
然
を
守
り
、
だ
れ
も
が

安
全
に
安
心
し
て

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち

や
す
ら
ぎ
づ
く
り
へ
の

挑
戦

子
育
て
に
や
さ
し
く
、

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

オープンガーデン inしんぐうの開催

新たに完成した令和跨線橋

地域と協働した防災訓練の開催

その1

その2その3その4

その5

その1

第
１
の
柱

第
２
の
柱

特集  わたしたちの市政

令
和
２
年
度

特
色
あ
る
主
要
事
業
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特色ある主要事業

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
日

の
拡
大
及
び
利
用
料
引
き
下
げ
を
行
う
ほ

か
、
龍
野
子
育
て
つ
ど
い
の
広
場
の
開
設

日
を
拡
大
し
、
多
様
な
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
ま
す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る

　

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
生
活

習
慣
病
等
の
疾
病
予
防
、
重
症
化
予
防
並

び
に
介
護
予
防
（
フ
レ
イ
ル
対
策
）
を
一

体
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援

や
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
ケ
ア
会
議

を
実
施
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る

　

障
害
の
あ
る
方
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
相
談
・
支
援
体
制
の
充

実
、
社
会
参
画
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う

ま
ち
を
つ
く
る

　

多
様
な
あ
り
方
を
相
互
に
認
め
合
え
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
福

祉
関
係
機
関
や
企
業
と
協
働
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
無
料

定
期
券
、
市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
の
交
付
に
よ
り
、
高
齢
者
の
免
許
自
主

返
納
を
促
進
す
る
ほ
か
、
ア
ク
セ
ル
・
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
事
故
を
抑
制
す
る

安
全
装
置
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

 

生
涯
を
健
や
か
に
過
ご
せ
る

体
制
を
整
え
る

　

健
康
診
査
、
保
健
指
導
、
健
康
相
談

等
に
加
え
、
食
育
の
普
及
啓
発
を
充
実

し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
検
診
の
受
診
と
同
時
に
大

腸
が
ん
検
査
を
実
施
し
た
場
合
の
自
己
負

担
を
無
料
化
し
、
疾
病
予
防
・
重
症
化
予

防
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

創
造
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を

育
て
る

　

児
童
生
徒
の
興
味
関
心
を
高
め
、
学
習

意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
中
学
校
に

外
部
講
師
を
招
い
て
算
数
・
数
学
・
理
科

等
の
実
験
・
実
習
を
行
う
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
中

学
２
年
生
を
対
象
に
民
間
の
英
語
検
定
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
た
情
報
活
用
能
力
と
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
巡
回
教
育
相
談

を
拡
充
し
、
つ
な
が
り
の
あ
る
支
援
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
が
安
全
で
快
適
な
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
老
朽

化
施
設
の
改
修
・
改
築
に
取
り
組
む
ほ

か
、
特
別
教
室
の
空
調
設
備
導
入
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
等
を
計
画
的

に
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
た
つ
の
市
北
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
効
率
的
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

ひ
と
づ
く
り
へ
の
挑
戦

学
都
た
つ
の
の
輝
き
と

歴
史
・
文
化
が
薫
る
ま
ち

子育て応援センター「すくすく」の窓口の開設子育てつどいの広場まつりの開催

「いきいき百歳体操」の実施

小学校ＩＣＴ教育の推進

その2

その1

その4その5 その3

第
３
の
柱
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特集  わたしたちの市政

次
世
代
へ
伝
え
育
む

農
林
業
を
活
性
化
す
る

　

多
発
す
る
豪
雨
災
害
や
地
震
に
備
え

る
た
め
、
た
め
池
の
改
修
工
事
、
廃
止

工
事
を
行
う
ほ
か
、
た
め
池
の
持
つ
治

水
機
能
を
生
か
し
地
域
の
浸
水
被
害
の

軽
減
に
取
り
組
む
管
理
者
に
対
し
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
新
規
就
農
者
に
対

し
、
経
営
資
金
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
野

生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
の
防
護
柵
の
設
置
に
対
し
補
助
を
行
い

ま
す
。活

気
あ
る
水
産
業
を

推
進
す
る

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
漁
業
の
担

い
手
を
育
成
す
る
「
が
ん
ば
る
海
の
男
推

進
事
業
」
や
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
と
し

て
「
稚
魚
育
成
放
流
事
業
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
地
元
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
や
津
波
等
の
自
然
災
害
か

ら
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
岩

見
漁
港
を
整
備
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
を
推
進
す
る

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
地
域
が
有
す
る

観
光
資
源
や
町
並
み
な
ど
を
活
か
し
、
四

季
を
通
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
、
安
心
安
全
で
快
適
に
活
動
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
市
民
体
育
大
会
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
ほ
か
、
定

住
自
立
圏
連
携
事
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ア
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
「
た
つ
の
」
の
魅
力

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る

　

国
指
定
史
跡
新
宮
宮
内
遺
跡
を
活
用
し

た
古
代
体
験
事
業
や
植
栽
活
動
を
展
開

し
、
歴
史
文
化
遺
産
の
愛
護
意
識
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

室
津
の
北
前
船
関
連
文
化
財
の
日
本
遺

産
認
定
及
び
、
龍
野
地
区
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
、
こ

れ
ら
の
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

三
木
露
風
賞
新
し
い
童
謡
コ
ン
ク
ー
ル

や
た
つ
の
で
生
ま
れ
た
童
謡
歌
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
、
「
童
謡
の
里
た
つ

の
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。　

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

心
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る

県
民
運
動
」
と
呼
応
し
た
中
央
大
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
継
続
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

生
涯
を
通
し
て
学
び
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
ま
ち

を
つ
く
る

　

生
涯
学
習
や
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
る
ほ
か
、
公
民
館
改
修
工
事
を
実
施

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
へ
の

挑
戦

新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
と

観
光
立
市
を
目
指
す

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

中学校完全給食の実施定住自立圏構成市町で
西播磨オータムスポーツフェスタの開催

室乃津祭の開催

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
記
念
式
典

の
開
催

その2

その3その4

その1その2

その3
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特色ある主要事業

　

龍
野
伝
建
地
区
、
室
津
地
区
の
Ｐ
Ｒ
事

業
の
ほ
か
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術
を

活
用
し
た
ア
プ
リ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
体
験
型
観
光
を
提
供
し
ま
す
。

　

龍
野
地
区
に
お
い
て
は
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
増
設
及
び
観
光
駐
車
場
を
整
備

し
、
観
光
交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
工
業
を

推
進
す
る

　

市
内
工
業
用
地
や
規
制
緩
和
し
た
土
地

に
お
い
て
、
多
様
な
企
業
誘
致
と
留
致
に

努
め
ま
す
。

　

労
働
力
不
足
の
解
消
と
地
元
就
職
を
希

望
す
る
者
の
就
労
促
進
を
目
的
に
、
定
住

自
立
圏
域
市
町
と
の
広
域
連
携
を
強
化

し
、
雇
用
機
会
の
創
出
、
拡
大
を
図
り
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

基
盤
を
整
え
る

　

新
た
な
時
代
に
柔
軟
に
適
応
し
て
い
く

た
め
、
ま
ち
未
来
創
生
戦
略
の
推
進
に

つ
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ

せ
、
実
効
性
を
確
保
し
つ
つ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
輝

く
地
域
応
援
事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
主

体
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の

挑
戦

市
民
や
地
域
と
協
働
し
、

地
域
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
税
及
び
窓
口
手
数
料
の
支
払
い
に
Ｐ
ａ

ｙ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入

し
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
広
報
誌
を
有
効
に
活

用
し
、
画
像
や
動
画
を
取
り
入
れ
た
わ
か

り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

多
様
で
活
発
な
交
流
を

促
進
す
る

　

大
学
生
を
対
象
に
地
域
創
生
を
テ
ー
マ

と
し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
学

生
の
優
れ
た
提
案
を
生
か
し
、
新
た
な
政

策
の
立
案
や
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

増
加
を
図
る
施
策
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
た
つ
の
懇
話
会
、
た
つ
の

ふ
る
さ
と
親
善
大
使
事
業
や
国
際
交
流
事

業
を
通
し
て
、
人
・
情
報
・
企
業
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な

自
治
体
運
営
を
推
進
す
る

　

柔
軟
で
機
動
的
な
組
織
機
構
の
構
築

と
、
た
つ
の
市
職
員
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
適
正
な
職
員
数
を
確
保
・
配
置
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
を
導
入
し
国
の
示
す
働
き
方
改
革

に
対
応
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
整
備
及
び
御
津
総
合
支
所
等
複

合
施
設
は
工
事
が
本
格
化
し
、
令
和
２
年

10
月
に
本
庁
舎
新
館
、
令
和
３
年
２
月
に

御
津
総
合
支
所
等
複
合
施
設
が
完
成
す
る

予
定
で
す
。

　

公
営
企
業
の
抜
本
的
改
革
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
た
つ
の
市
民
病
院
の
地
方

独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
、
下
水
道
事
業

が
地
方
公
営
企
業
法
を
一
部
適
用
す
る
ほ

か
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
長
期

的
な
展
望
の
も
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。

西播磨就職フェアの開催

自立のまちづくり事業による地域の魅力発信

大学生による政策アイデアコンペの実施

本庁舎改築工事の実施

その4

その1

その2

その3
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兵庫県知事表彰
みどりの章 受賞

　長年にわたり、県道とその沿線の花と緑
の植栽活動を続けてこられた功績が認めら
れ、兵庫県知事から牧第二銀杏クラブ、時重
同心会、栗町老人クラブの３団体が表彰され
ました。

■ 
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

約
28
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
市
社
会
教

育
委
員
を
務
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

次
の
方
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
社
会
教

育
功
労
者
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　

長
年
に
わ
た
り
、
消
防
業
務
に
精
励
さ

れ
、
団
員
の
模
範
と
な
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ソニー音楽財団 子ども音楽基金の助成決定を受ける
　市内在住・出身の音楽家らで構成する「たつの市音楽協会」が、助成決定を受けました。
　この決定は、子どもたちの豊かな情操を育むことを目的とした音楽活動に取り組んでいる団体に支援・
助成を行うもので、全国各地から188団体の応
募があり、そのうち、たつの市音楽協会等14団
体に助成決定がありました。
　当協会は、コンサートを開催するとともに市
内小学校訪問事業を14回実施しており、本年
度は、揖西西、西栗栖、東栗栖の小学校で実
施する予定です。また、新たな取り組みとして、
市内の児童養護施設光都学園等で生の音楽に
ふれる音楽活動を行う予定です。

久保田  達郎 さん
（揖西町）

家
氏 

カ
ズ
ヱ 

さ
ん

（
龍
野
町
）

大
正
９
年
３
月
10
日
生

水
野 

君
子 

さ
ん

（
龍
野
町
）

大
正
９
年
３
月
26
日
生

三木  壽 さん
（誉田町）

祝
１
０
０
歳

102020年4月号



課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

部　

長　

級

▼
総
務
部
長
＝
佐
用
永
喜　

▼
企
画
財

政
部
長
＝
田
中
徳
光　

▼
市
民
生
活
部

長
＝
森
下
美
佳　

▼
産
業
部
長
＝
西
川

廣　

▼
上
下
水
道
部
長
＝
森
本
康
路　

▼
教
育
管
理
部
長
＝
冨
井
俊
則　

▼
教

育
事
業
部
長
＝
山
根
洋
二

　

参　

事　

級

▼
新
宮
総
合
支
所
長
＝
村
上
秀
樹　

▼

御
津
総
合
支
所
長
＝
沖
田
基
幸　

▼
総

務
部
参
事
（
兼
）
市
税
課
長
＝
小
松
精

二　

▼
健
康
福
祉
部
参
事
（
兼
）
児
童

福
祉
課
長
＝
東
元
千
代
子　

▼
健
康
福

祉
部
参
事
（
兼
）
健
康
課
長
＝
中
岡
久

美
子　

▼
産
業
部
参
事
（
兼
）
商
工
振

興
課
長
（
兼
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
安
積
徹　

▼
都
市
建
設
部
参

事
（
兼
）
建
設
課
長
＝
野
村
順
一　

▼

都
市
政
策
部
参
事
（
兼
）
都
市
計
画

課
長
＝
菅
野
博
人　

▼
教
育
管
理
部
参

事
（
兼
）
学
校
教
育
課
長
＝
山
田
晴
人　

▼
議
会
事
務
局
副
局
長
＝
堀
謙
一
郎　
　

た
つ
の
市
職
員
の
人
事
異
動

　

市
は
、
次
の
５
つ
の
基
本
方
針
を
基
に
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

異
動
総
数
は
、
２
１
８
人
で
す
。

１　

女
性
職
員
を
積
極
的
に
管
理
職
へ
登
用

２　

た
つ
の
市
民
病
院
機
構
の
円
滑
な
移
行
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備

３　

市
の
重
要
施
策
等
に
対
応
し
た
人
員
配
置

４　

会
計
管
理
者
を
始
め
、
再
任
用
職
員
の
積
極
的
な
内
部
登
用

５　

将
来
を
担
う
人
材
育
成
へ
の
積
極
的
な
投
資
と
し
て
、
職
員
派
遣
を
強
化

■
具
体
的
な
項
目

１　

市
町
合
併
以
後
、
初
と
な
る
女
性
職
員
を
部
長
級
に
登
用
す
る
ほ
か
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
基

づ
き
、
女
性
職
員
の
更
な
る
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
積
極
的
に
管
理
職
へ
登
用
し
ま
す
。

ま
た
、
登
用
に
つ
い
て
は
、
職
員
自
己
申
告
書
、
昇
格
試
験
、
人
事
評
価
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
職
員
を
積
極
的
に
登
用
し
ま
す
。

⑴
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
（
部
長
級
１
人
、
参
事
級
１
人
、
課
長
級
３
人
、
主
幹
級
５
人
）

⑵
女
性
職
員
の
管
理
監
督
職
（
26
・
２
％
→
27
・
３
％　

目
標
30
％
）

２　

地
方
独
立
行
政
法
人
た
つ
の
市
民
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
理
事
長
等
の
任
命
、
医
療
職
の

法
人
職
員
へ
の
引
継
ぎ
等
を
実
施
し
、
今
後
の
法
人
運
営
の
円
滑
な
移
行
を
推
進
す
る
た
め
の

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

⑴
理
事
長
１
人
、
監
事
２
人
を
任
命　

⑵
医
療
職
を
新
法
人
へ
引
き
継
ぎ

⑶
新
法
人
へ
の
派
遣
者
２
人

３　

限
ら
れ
た
人
的
資
源
と
財
源
の
中
で
、
市
の
重
要
施
策
、
今
日
的
課
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る

人
員
配
置
と
し
ま
す
。

⑴
総
務
課
（
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
） 

⑵
地
域
包
括
支
援
課
（
健
康
長
寿
化
事
業
）

⑶
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
伝
建
業
務
の
運
営
強
化
） 

⑷
上
水
道
課
（
技
術
部
門
の
強
化
）

⑸
下
水
道
課
（
地
方
公
営
企
業
会
計
適
用
） 

⑹
教
育
総
務
課
（
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
）

⑺
す
こ
や
か
給
食
課
（
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
）

４　

長
年
の
職
務
に
よ
っ
て
培
っ
た
豊
富
な
経
験
や
技
術
を
活
用
す
る
た
め
、
会
計
管
理
者
を
始

め
、
積
極
的
に
再
任
用
職
員
を
内
部
登
用
し
ま
す
。

⑴
会
計
管
理
者
１
人　

⑵
児
童
福
祉
課
１
人　

⑶
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
１
人　

⑷
前
処
理
場
対
策
課
１
人　

⑸
体
育
振
興
課
１
人

５　

先
進
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
経
験
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
視
点
と
柔
軟
な

対
応
力
・
発
想
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

⑴
国
へ
の
派
遣
１
人
（
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
）

⑵
兵
庫
県
へ
の
派
遣
４
人
（
企
画
県
民
部
企
画
財
政
局
市
町
振
興
課
１
、
龍
野
土
木
事
務
所
２
、

光
都
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
１
）

⑶
広
域
連
合
へ
の
派
遣
１
人
（
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）

⑷
公
益
社
団
法
人
へ
の
派
遣
１
人
（
ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
）

⑸
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
派
遣
１
人
（
ネ
パ
ー
ル
・
バ
ネ
パ
市
役
所
）

⑹
被
災
地
へ
の
派
遣
１
人
（
宮
城
県
南
三
陸
町
）

　

課　

長　

級

▼
総
務
部
情
報
推
進
課
長
＝
福
井
悟　

▼
企
画
財
政
部
財
政
課
長
＝
神
尾
尚
武　

▼
市
民
生
活
部
市
民
課
長
＝
森
川
智
司　

▼
市
民
生
活
部
国
保
医
療
年
金
課
長
＝

平
岡
千
加
子　

▼
健
康
福
祉
部
高
年
福

祉
課
長
＝
久
保
田
英
喜　

▼
健
康
福
祉

部
地
域
包
括
支
援
課
長
＝
貞
清
孝
之　

▼
産
業
部
観
光
振
興
課
長
＝
横
田
政
人　

▼
都
市
建
設
部
用
地
課
長
＝
西
田
伸
一

郎　

▼
上
下
水
道
部
上
水
道
課
長
＝
坪

内
利
博　

▼
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長

＝
小
林
雄
二　

▼
揖
保
川
総
合
支
所
地

域
振
興
課
長
＝
松
田
隆
充　

▼
御
津
総

合
支
所
地
域
振
興
課
長
（
兼
）
梅
寿
園

所
長
（
兼
）
梅
香
園
所
長
＝
安
藤
靖
人　

▼
教
育
管
理
部
教
育
総
務
課
長
＝
三
木

康
弘　

▼
教
育
管
理
部
教
育
環
境
整
備

課
長
＝
正
田
晴
彦　

▼
教
育
管
理
部
す

こ
や
か
給
食
課
長
（
兼
）
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
安
田
龍
樹　

▼
教

育
管
理
部
西
栗
栖
こ
ど
も
園
長
＝
後
藤

清
美　

▼
教
育
管
理
部
香
島
幼
稚
園
長

＝
北
川
和
恵　

▼
教
育
事
業
部
社
会
教

育
課
長
＝
神
尾
俊
輝　

▼
教
育
事
業
部

歴
史
文
化
財
課
長
＝
義
則
敏
彦　

▼
会

計
課
長
（
兼
）
会
計
係
長
＝
吉
田
政
弘　

▼
監
査
事
務
局
長
（
併
）
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
（
併
）
揖
龍
公
平
委
員

会
書
記
長
＝
中
矢
建
章

▼
総
務
課
（
☎
64
・
３
１
０
１
）

11 2020年4月号



　我が国は、国民皆保険制度や優れた医療水準により、世界最高水準の平均
寿命となり、人生100年時代を迎えようとしています。このような中、社会の活力
を維持するには、健康寿命の延伸により、高齢者を初めとする意欲のある方々が
役割を持ち活躍できる地域共生社会を構築していくことが課題とされています。
　高齢化の進展に併せて、医療技術の進歩や高額な医薬品開発等による医療
費増大や、医療・介護サービスの担い手が減少する等、医療や介護を取り巻く
環境は益々厳しくなってきています。病院の安定的持続性を確保しつつ、財政
面との調和を図りながら、経営の効率化や健全化に真正面に向き合って取り組
まなければなりません。
　当院は、昭和27年４月「公立御津病院」として開設以来、先人たちの努力により、地域に根差した病院とし
て、患者様とご家族、そして地域のすべての方 と々の心のふれあいを大切に医療を提供してまいりました歴史
ある病院ですが、今後も地域の方々が、安心して医療・介護サービスを受け、住み慣れた地域で療養や生活
を継続できるようにするためには、経営の健全化が急務の課題です。
　たつの市民病院は、これら課題を解決すべく令和２年４月から経営の自由度が高い「地方独立行政法人た
つの市民病院機構」として新たなスタートを切ることになりました。当院の理念である「こころある医療を通し
て地域に貢献する」を全うするために今後も飽くなき努力を続けていくことをお誓いいたします。

　４月１日からたつの市民病院は、「地方独立行政法人たつの市民病院機構」として新たなスタートを切りまし
た。新たな理念や基本方針のもと、地域住民や患者に提供する医療サービスの向上と経営改善にこれまで以上
に取り組み、地域になくてはならない病院を目指します。

●基本方針 権　　　利 患者の権利を尊重し、こころのこもった医療を提供します。
安　　　全 安心安全な医療の提供に努めます。
使　　　命 医療の質の向上に努めます。
研修と教育 医療従事者の育成と研鑽に努めます。
管 理 運 営 健全な病院経営に努めます。

理事長のあいさつ

理事長  嶋
し ま

田
だ

 康
や す

之
ゆ き

病院長のあいさつ

病院長  三
み

村
む ら

 令
れ い

児
じ

▶たつの市民病院（☎322・1121）

　67年以上の歴史を積み重ねてきたたつの市民病院の院長を、平成28年から
就任したことの重責をしっかりと果たすべく、当院の理念「こころある医療・介
護」を具体的に考え、今現在はもちろん、これからの未来に向けた地域のニーズ
に対し、私たちも変化していく必要があると思っています。まずは、下記の３本の
柱を立てて構築していきます。
・地域医療構想を踏まえた医療の提供
・地域住民や患者が安心できる医療の提供
・医療従事者の教育

　地域の皆様の声に耳を傾け、一層の努力をしてまいります。

“こころある医療”を通して地域に貢献する！
病院理念

～地方独立行政法人「たつの市民病院機構」がスタート～
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無
料
で
写
真
撮
影
し
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

証
明
写
真
を
無
料
で
撮
影
し
、
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
受
付　

市
民
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
市
民
生
活
係
）

▼
市
民
課
（
☎
64
・
３
１
４
７
）、●新 

地
域
振
興
課
（
☎
75
・
０
２
５
３
）、●揖 

地
域
振
興
課
（
☎
72
・
２
５
２
３
）

●御 

地
域
振
興
課
（
☎
３
２
２
・
１
４
５
１
）

醤油の郷大正ロマン館企画展
「龍野姫新線ものがたり～姫新線開通と城下町の賑わい～」

　姫新線開通に至るまでの資料、開通当時の町や人々の写真等から、
姫新線開通による城下町龍野の賑わいを振り返る企画展を開催します。
■と　き ４月25日（土）～５月31日（日）
■休館日 毎週月曜日（５月４日は開館）
■ところ 醤油の郷大正ロマン館（龍野町上霞城126）
■展示内容  姫新線開通までの新聞記事、開通した頃の城下町等の

写真（開通記念仮装パレード、開通当時の本竜野駅）、開通式招待
状等の資料、開通当時から現在までの姫新線の車両写真　等

■入館料　無料
▶醤油の郷大正ロマン館（☎72・8871）

姫津線（のちの姫新線）開通記念写真
上月駅～美作土居駅間 昭和11年 和田佳文氏蔵

  つくろう！
マイナンバーカード
2020年9月から、2万円のチャージ等で
5,000円相当のポイントがもらえる！

※毎日6：30～23：00まで
　となります。
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　市内４か所にある子育てつどいの
広場では、就学前の子どもと保護者
の皆さんが自由に遊べる場を提供
し、親子講座や子育て相談等を行っ
ています。
　令和２年度から、龍野子育てつど
いの広場は、月２回土曜日も利用でき
ます。
■開設曜日・時間（龍野）

月～土曜日（原則、第２・第４土曜
日）・９時～12時、13時～16時

■実施場所
龍野子育てつどいの広場

（はつらつセンター２階）
▶児童福祉課 （☎64・3153）

龍野子育てつどいの広場
（☎62・9255）

「すくすく子育て教室（私立）」
参加者を募集

『龍野子育て
つどいの広場』

土曜日の利用を
開始します

　保育所・こども園に体験入所し
てみませんか。お子さんと在園児と
の交流、保護者同士の情報交換や
育児の相談もできます。
■と　　き 年10回程度
■募集人数 各施設10組
■対 象 者 １歳以上（令和２年４月１日現在）の乳幼児とその

保護者
■参 加 費 無料
■申込期間 ４月13日（月）～24日（金）９時30分～16時30分
※先着順　※詳細は各園にお問い合わせください。
■開催場所・申込・問い合わせ先

「おいで保育所・こども園へ
（公立）」参加者を募集

「わくわく体験
（オープン保育）」を開催

　保育の専門知識と技能を持つこ
ども園・保育園職員や相談員があな
たの子育てをサポートします。
■内 　 容 子育て講座、遊びに

よる体験保育、育児
の個人相談等

■募集人数 各施設20組程度
■対 象 者 在宅乳幼児とその保護者
■参 加 費 無料
■申込期間 ４月13日（月）～（受付は９時30分から16時30分）
※先着順　※詳細については各園にお問い合わせください。
■開催場所・申込・問い合わせ先

施設名 所在地 電話番号
龍野保育所 龍野町上霞城34 62・0392
小宅北こども園 龍野町片山6 63・0487
小宅南こども園 龍野町富永404 63・4640
揖西東こども園 揖西町清水30－1 66・0270
揖西中こども園 揖西町構47－1 66・2405
誉田こども園 誉田町広山507－5 63・0816
神岡保育所 神岡町田中668－2 65・1193
西栗栖こども園 新宮町鍛冶屋77 78・0813
新宮こども園 新宮町新宮430－1 75・4185
神部こども園 揖保川町黍田5－2 72・2487
御津北こども園 御津町中島980 322・2278
御津南こども園 御津町岩見320 322・2502

園名 日時・所在地・電話番号

香島保育園（私立） ５月27日（水）　10時～11時
新宮町香山1430-1　☎77・1014

神岡保育所（公立） ５月28日（木）　10時～11時
神岡町田中668-2　 ☎65・1193

龍野太陽保育園（私立） ５月29日（金）　10時～11時
揖保町今市334-1　  ☎67・1351

施設名 所在地 電話番号
たんぽぽ保育園 龍野町宮脇10－4 63・2777
旭こども園 龍野町富永16 63・1848
あそびの丘 揖西町小畑541－1 72・8825
揖保みどり保育園 揖保町揖保中97－3 67・8055
龍野太陽保育園 揖保町今市334－1 67・1351
すみれこども園 揖保町西構46－1 67・0337
西楽保育園 神岡町東觜崎92－2 65・1860
まことこども園 神岡町沢田467－1 65・1569
東栗栖保育園 新宮町能地338－2 75・0188
香島保育園 新宮町香山1430－1 77・1014
心光こども園 新宮町仙正187－4 75・3318
まあや学園　　 揖保川町二塚385－1 72・4630
第一仏光こども園 揖保川町山津屋67－2 72・3240
じょうせんこども園 御津町朝臣130 322・1870
岩見保育所 御津町岩見1462 322・3657

　今年度より、たつの市内の「幼稚園」「保育所（園）」「認定こど
も園」の生活や遊びの様子を知っていただくために、「わくわく
体験（オープン保育）」を開催します。

■内　　容 １時間程度の施設見学、生活・遊びの見学等（現地
集合・現地解散）

 大人のみの参加も可
■実施回数 各園所　年１回
■申込・問い合わせ先　幼児教育課（☎64・3126）　

【５月の予定】
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■児童手当
・対 象 者 児童を養育している保護者（２人以上いる場合は、より所得が

高い方）
・支給期間 児童が15歳になった最初の３月末まで
・手当額（月額） ３歳未満 15,000円、３歳以上～小学校修了前 10,000円

（第３子以降 15,000円）、中学生 10,000円
■児童扶養手当
・対 象 者 父又は母と生計をともにできない児童を養育している保護者等
・支給期間 児童が18歳になった最初の３月末まで
・手当額（月額）　令和２年４月分から改定

43,160円～10,180円（対象児童が１名の場合）

児童手当・（特別）児童扶養手当のお知らせ

「幼稚園未就園児学級」参加者を募集

園名 名称 対象者 実施回数 電話番号

神岡幼稚園 ひよこ教室 １歳児～３歳児 月２回 65・0162

香島幼稚園 ひよこクラブ １歳児～３歳児 月２回 77・0077

半田幼稚園 みみちゃんクラス １歳児～３歳児 月４回 72・2486

河内幼稚園 みみちゃんクラス １歳児～３歳児 月４回 72・2586

区
分 施設名
休
園龍野幼稚園

閉
園

小宅北幼稚園（小宅北こども園へ移行）
東栗栖幼稚園（令和元年度末）
越部幼稚園（令和元年度末）
御津幼稚園（御津南こども園へ移行）
揖西西保育所（令和元年度末）
仙正乳児保育園（令和元年度末）
苅屋保育所（御津南こども園へ移行）

▶幼児教育課（☎64・3122）

　幼稚園に体験入園してみませんか。お子さんと在園児との交流、
保護者同士の情報交換や育児の相談もできます。
※おやつ代等の費用を負担していただく場合があります。
■開催場所・申込・問い合わせ先

令和２年度
公立幼稚園・保育所（園）の
休園・閉園情報をお知らせします

　

食
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し

て
、
龍
野
子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

で
行
わ
れ
た
「
和
食
の
き
ほ
ん
教

室
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
小
さ
な
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
教
え
て
く
だ
さ
る
の
は
、

地
域
で
食
育
推
進
活
動
を
実
践
さ

れ
て
い
る
い
ず
み
会
の
方
々
で
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
和
食
は
海
や
山

の
幸
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

食
を
大
切
に
し
た
文
化
で
あ
り
、

安
く
て
栄
養
価
の
高
い
旬
の
食

材
を
使
っ
た
、
と
て
も
体
に
良
い

も
の
で
あ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
調
理
が
始
ま
る
と
、
早

速
、
お
い
し
い
出
汁
の
と
り
方
を

教
わ
り
ま
す
。
か
つ
お
ぶ
し
を
入

れ
る
と
、
と
て
も
い
い
香
り
。
こ
の

出
汁
を
使
っ
て
、
卵
焼
・
具
だ
く

さ
ん
の
味
噌
汁
・
青
菜
の
お
浸
し

を
作
り
ま
し
た
。
い
ず
み
会
の
方

の
指
導
は
と
て
も
丁
寧
な
の
で
、

参
加
さ
れ
た
方
は
「
本
を
見
る

よ
り
も
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
試
食
タ
イ
ム
。

最
初
に
出
汁
を
一
口
、
そ
の
ま
ま

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
常
で
は

味
噌
や
醤
油
で
味
付
け
し
て
い
た

だ
く
の
で
、
こ
れ
は
と
て
も
貴
重

な
体
験
で
す
。
味
良
し
、
香
り
良

し
。
み
ん
な
幸
せ
そ
う
な
表
情
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
「
時
間
が
な
い
」 「
う

ま
く
で
き
な
い
」
と
い
う
理
由
で

手
軽
に
で
き
る
も
の
を
使
っ
て
い

た
と
い
う
方
に
も
、
こ
れ
か
ら
は

食
の
大
切
さ
を
意
識
し
て
、
家
で

も
出
汁
を
と
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　
「
少
し
工
夫
し
て
少
し
手
間
を
か

け
る
」
こ
れ
に
よ
り
、
食
卓
は
ず

い
ぶ
ん
豊
か
に
な
る
も
の
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら
し
い

時
間
で
し
た
。
完
璧
で
な
く
て
い

い
の
で
、
自
分
が
継
続
で
き
る
方

法
で
出
汁
を
と
り
、
子
ど
も
た
ち

に
和
食
の
味
を
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

食育推進連絡会議公募委員
辻村 知子 さん

「和食のきほん教室」
参加体験をしました

　お子さんが生まれたとき、引越しをするとき、婚姻・離婚等で保護者が変更になるとき、児童と別居することに
なったとき等は、速やかに届出をしてください。
　届出を忘れると、本来受けることができる手当が受けられなくなることがあります。

■特別児童扶養手当
・対 象 者 身体又は精神に障害がある

児童を養育している保護者
・支給期間 児童が20歳になるまで
・手当額（月額）　令和２年４月分から改定

１級　52,500円
２級　34,970円

・そ の 他 手当を受給中の方で、児童の
障害の程度が重くなった場合
等は届出が必要です。詳細は
お問い合わせください。

▶児童福祉課（☎64・3153）、●新 地域振興課（☎75・0253）、●揖 地域振興課（☎72・2523）、●御 地域振興課（☎322・1451）
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活動名 対象団体 対象活動 支援内容 活動例

① 公共施設の
補修等

市民５人
以上の団体

生活道路、農道、都市
公園（開発公園含む）、
用排水路等の補修、改
修

現物支給
原材料（生コンクリート、
砕石、セメント、U字溝等）、
軍手
補助金交付

リース料、安全確保用具等
支援限度額　20万円
※原則、単年支援

○農道、生活道路の補修
○用排水路の改修
○自治会公園遊具のペンキ塗り
○公園に花壇の設置
※対象外の活動例

市道の補修（市施行のため）
地区公民館の補修（地元管理のため）
委託を主とした補修（自主活動ではな
いため） 等

② 公共施設の
美化等

市民５人
以上の団体

市道、運動公園、雨水
幹線水路等の草刈、泥
上、植樹管理

現物支給
軍手、ゴミ袋
補助金交付

草刈機の替刃代、安全確保
用具等
支援限度額　10万円

○市道法面の草刈
○雨水幹線水路の泥上
○市管理公園の草刈、草引
※対象外の活動例

街区公園、農道、用水路の草刈等（地元
管理のため） 等

③ 空き家対策 自治会
老朽化した空き家の
危険回避のための応
急処置

補助金交付
必要な消耗品（トラロープ、
三角コーン、網ネット等）
支援限度額　10万円

○立入禁止看板の作成、設置
○瓦が落ちそうな屋根のブリキ板等によ

る応急処置
○危険個所の網ネットによる保全
○繁茂した立木・雑草の伐採
※所有者等の同意が必要

④ 地域のまち
づくり振興

市民５人
以上の団体

○地域産業の振興
○教育、文化、体育等

の振興
○市の施策の普及

補助金交付
講師謝礼、消耗品、印刷製
本、委託料、借上料、損害保
険料等
支援率　３分の２
支援限度額　30万円
※同一事業は３年まで

○地域資源を活かした文化の発信
○地域の文化伝承活動
○駅を中心としたまちづくり活動

⑤ 女性コミュ
ニティ

市民（女性）
５人以上の
団体

○女性の視点での文
化、教育の振興

○女性の社会参画に
　関する事業

補助金交付
講師謝礼、消耗品、印刷製
本、委託料、借上料、損害保
険料等
支援限度額

20万円（１年目）
15万円（２年目）
10万円（３年目）

※同一事業は３年まで

○高齢者の健康づくり
○男女共同参画の啓発活動
○子育て支援活動

⑥ 里山整備 市民５人
以上の団体

○集落近くの里山整備
○山地の環境保全

補助金交付
必要な原材料、リース料、
安全確保用具等
支援限度額　20万円

○集落近くの里山整備
○民家周辺山地の危険樹木伐採
○民家周辺山地からの流出土砂の除去
○災害時の高台避難路の整備
○遊歩道等の案内看板設置及び補修

⑦ 農業施設の
災害復旧 自治会

用排水路、ため池、頭
首工、農道等の農業施
設の災害復旧

補助金交付
必要な原材料、リース料、
処分費、安全確保用具等
支援限度額　15万円

○施設の補修
○土砂、倒木の除去

　地域の公共施設を自分たちの手で守る活動、地域の活性化を図る活動等を支援します。
　詳細は各問い合わせ先へご相談ください。

■申込・問い合わせ先
本庁：①②③④⑤まちづくり推進課（☎64・3167）、⑥農林水産課（☎64・3157）、⑦農地整備課（☎64・3159）
各総合支所：①～⑦●新 地域振興課（☎75・0251）、●揖 地域振興課（☎72・2525）、●御 地域振興課（☎322・1001）

自立のまちづくり事業令和２年度
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『おおきくなあれ！』
QRコード

　たつの市は、「未来応援  住みたいまち  たつの」
の実現に向け、さまざまな施策に全力で取り組ん
でいます。
　平成29年度転入者を対象に実施したアンケー
トでは、90％以上の方に「たつの市に転入して良
かった」と回答していただきました。その主な理
由として、日常生活や通勤・通学に便利であると
の理由のほか、保育園・学童保育の充実、子ども
の遊び場や公園の充実等、子育て環境が充実して
いることが挙げられました。

子育てするなら
たつの市

お
お
き
く
な
あ
れ
！

たつの市の子育て支援ガイドブック

『おおきくなあれ！』

子育て支援の
情報が満載 ！

　『人口減少の壁に真っ向勝負！』

保存版

※広報誌から抜きとって活用してください。
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たつの市では、こんなに「子育て・定住」支援が充実♬
医療費無料
乳幼児健診

子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場子育てつどいの広場

放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ

充実の子育て相談住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金住宅取得奨励金

中学生給食費無料

幼稚園・保育園・
こども園の充実

交通アクセス良好

～新規事業～
はつらつベビーまごころ便・

祝入学支援・0歳から中学3年生の医療費
を無料とし、子育て世帯の負担を
軽減します。
・乳幼児の健診・予防接種を実施し、子
どもの健康づくりを支援します。

転入者や若者の住宅取
得を応援。最大50万円の補助
のほか、住宅ローンの金利引下げ
制度があります。
詳しくは、24ページをご覧ください。

市内の全小中学校で安心・
安全な栄養バランスのとれた給
食を提供します。また、中学生の給食
費を無料化することで子育て世帯の負
担を軽減します。

・令和２年４月１日以後生まれた乳児を対象に１回
6,000円相当の紙おむつ等育児用品を生後２か月ま
でと生後５か月の2回、保健師、助産師、栄養士からの
メッセージを添えて宅配で支給します。
・小学校に入学する児童を対象に、入学に際して必要とな
る文房具等の一部を贈呈し、保護者の負担を軽減します。

保健師・助産師・栄養士・看
護師・家庭相談員等が安心して子育

てできるよう応援します。
子育て中の困ったことは、「母子健康支援セン
ターはつらつ」、「子育て応援センターすくすく」
にご相談ください。

子育てつどいの広場で、
同世代の保護者や職員と情報交換。

就学前の不安を解消します。月２回土曜
日開設（龍野）があり、平日、参加できない
方もサポートします。

小学校の授業終了後に、児童を受け入れる「放
課後児童クラブ」で就労家庭を応援します。
市内４か所で土曜日通年開設するととも
に、第２子以降の保育料半額等で子
育て世帯の負担を軽減します。

幼稚園、保育園、こども園が31
箇所あり、子育て施設、保育環境が充実

しています。また、一時預かりや病後児保育
等、多様化する子育てニーズに対応しています。

（令和３年度より実施）

JR山陽本線、JR姫新線の２つのJR線が通り、
市民乗り合いタクシーとコミュニティバス
の運行で細やかな移動が可能！通勤・
通学に便利で、免許返納後も

安心です。

（イメージ写真）
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たつの市では、こんなに「子育て・定住」支援が充実♬
医療費無料医療費無料医療費無料
乳幼児健診

子育てつどいの広場

放課後児童クラブ

充実の子育て相談住宅取得奨励金

中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料中学生給食費無料

こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実こども園の充実
幼稚園・保育園・
こども園の充実

交通アクセス良好

はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・はつらつベビーまごころ便・
祝入学支援祝入学支援祝入学支援祝入学支援

～新規事業～
はつらつベビーまごころ便・

祝入学支援・0歳から中学3年生の医療費
を無料とし、子育て世帯の負担を
軽減します。
・乳幼児の健診・予防接種を実施し、子
どもの健康づくりを支援します。

転入者や若者の住宅取
得を応援。最大50万円の補助
のほか、住宅ローンの金利引下げ
制度があります。
詳しくは、24ページをご覧ください。

市内の全小中学校で安心・
安全な栄養バランスのとれた給
食を提供します。また、中学生の給食
費を無料化することで子育て世帯の負
担を軽減します。

・令和２年４月１日以後生まれた乳児を対象に１回
6,000円相当の紙おむつ等育児用品を生後２か月ま
でと生後５か月の2回、保健師、助産師、栄養士からの
メッセージを添えて宅配で支給します。
・小学校に入学する児童を対象に、入学に際して必要とな
る文房具等の一部を贈呈し、保護者の負担を軽減します。

保健師・助産師・栄養士・看
護師・家庭相談員等が安心して子育

てできるよう応援します。
子育て中の困ったことは、「母子健康支援セン
ターはつらつ」、「子育て応援センターすくすく」
にご相談ください。

子育てつどいの広場で、
同世代の保護者や職員と情報交換。

就学前の不安を解消します。月２回土曜
日開設（龍野）があり、平日、参加できない
方もサポートします。

小学校の授業終了後に、児童を受け入れる「放
課後児童クラブ」で就労家庭を応援します。
市内４か所で土曜日通年開設するととも
に、第２子以降の保育料半額等で子
育て世帯の負担を軽減します。

幼稚園、保育園、こども園が31
箇所あり、子育て施設、保育環境が充実

しています。また、一時預かりや病後児保育
等、多様化する子育てニーズに対応しています。

（令和３年度より実施）

JR山陽本線、JR姫新線の２つのJR線が通り、
市民乗り合いタクシーとコミュニティバス
の運行で細やかな移動が可能！通勤・
通学に便利で、免許返納後も

安心です。

（イメージ写真）
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手当・助成 子育てサポート 教育・保育 健康
診査 保健指導 相談・療育 予防

接種

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

小
学
校　

中
学
校

たつの市の特色ある施策（上記 ※①～⑧）
※① 第１子 5,000円、第２子 10,000円、第３子 15,000円、第４子以降 20,000円を支給
※② 育児用品（6,000円相当）を生後２か月までと生後５か月の２回、保健師等からのメッセージを添えて宅配で支給（令和２年４月

１日以降出生児を対象とする）
※③ ０歳から中学３年まで、医療費が無料（所得制限なし）
※④ 令和３年度以降に小学校に入学する児童に対し、12,000円相当の学用品を支給
※⑤ 中学生の給食費無料
※⑥ 19時まで受け入れ可能で、市内４か所で土曜日も通年開設、第２子以降通所児童の保育料半額
※⑦ 市外からの転入者で新たに住宅を取得する場合、50万円の補助金を支給。新たに住宅を取得する市内在住者で40歳以下の

夫婦等に30万円の補助金を支給（詳細は24ページ参照）
※⑧ 新婚世帯（婚姻後、１年以内の夫婦）に対し、市営栗町住宅及び市営室津住宅の家賃の半額を徴収猶予・減免

たつの市の子育て支援　年代別一覧
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※本表の各事業の詳細は、子育て支援ガイドブック『おおきくなあれ！』（17ページ参照）をご確認ください。
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▶広報秘書課（☎64・3211）
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たつのフォトニュース

カ ラ でメ こ ん に ち は

１年生になるのが楽しみ！
（新宮小学校）

揖保川の特殊堤防「畳堤」から先人の知恵
を学ぶ（龍野町日飼の揖保川左岸河川敷）

ノルディックウォーク講習会
（野見宿禰神社前）

姉妹都市である滋賀県長浜市のスポーツ
少年団と交流会を開催 （龍野体育館）

命を守る消防職員のゲートキーパー
が誕生 （たつの消防署）

市民主体の新たな地域づくりが始まりま
した！ （産業振興センター）

　たつの市では、支え合いの地域づくりを進めています。龍野
東、龍野西、新宮、揖保川、御津の各圏域協議体で「私たちの
17の提言」がまとめられました。その実現に向けて、企業、ＮＰ
Ｏ、社会福祉法人等が参画する市域協議体でアイデアを出し合
いました。

　たつの消防署管内の消防職員が、自殺から命を守る支援を
行うゲートキーパーの研修会を受講しました。
　いのちを守るため、生きる支援の最前線で活躍しているたく
さんの消防職員がゲートキーパーの一員に加わりました。

　晴天に恵まれた中、姉妹都市である滋賀県長浜市の湖北地
区スポーツ少年団約40名を迎え革細工体験やパラリンピックの
競技であるボッチャ等で、本市スポーツ少年団と友好都市親善
交流会を行いました。
　限られた時間の中ではありましたが、子どもたちにとって素敵
な出会いとなり親睦を深めました。

　ノルディックウォーク公認指導員の藤川真司さんを講師に迎
え、講習会が開催されました。市内外から50名が参加し、重要
伝統的建造物群保存地区や野見宿祢神社等、風情ある城下町
を楽しんで歩きました。

　小宅小学校の６年生、約
150人が「畳堤」の歴史や役
割について学んだ後、実際
に堤防に畳を差し込む体験
をしました。児童たちは、重
い畳に四苦八苦しながらも
何とか畳を差し込むことが
出来ました。今後、いつ起こ
るか、わからない水害に備
え、自らの命は自らで守る自
助、地域一丸となって守る共
助の精神を学ぶ貴重な体験
となりました。

　新宮こども園の５歳児が、新宮小学校の５年生と交流しまし
た。５年生が小さい頃に楽しんだ宝探しや人間すごろく等を再
現し、互いに名前を呼び合って一緒に遊びました。みんなで心
も体も動かして、笑顔あふれる楽しいひとときを過ごし、園児
は、小学校入学が一層楽しみになりました。

２
19

２
20

２
26・27

２
23

２
28

２
23
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新型コロナウイルス感染症の被害を
受けている中小企業を支援します

「生活いろいろお助け帳」に掲載する事業所を募集
　買物等の外出が難しく、日常生活に支障を感じている高齢者等に対し、宅配・訪問サービスを提供でき
る事業所（お店）の情報を集めた冊子「生活いろいろお助け帳」に掲載する事業所を募集します。
　（生活いろいろお助け帳は、民生委員・児童委員を通じて必要な方へ９月頃から随時配布予定です。）
■募集事業所の要件
◇高齢者等のお宅へ出向いて各種宅配や訪問（修理他）、送迎（理美容等）サービスを提供していただけ

る事業所
◇宅配、訪問時に積極的な声かけ等、高齢者等の見守りを併せて協力していただける事業所
■募集期限　５月８日（金）　　■申込・問い合わせ先　地域包括支援課（☎64・3270）

▶商工振興課（☎64・3158）

信用保証制度から、事業所の皆さんの資金繰りを支援します。

セーフティネット保証４号 危機関連保証
　自然災害等の突発的事由により経営
の安定に支障を生じている中小企業者
への資金供給の円滑化を図るため、災
害救助法が適用された場合及び都道府
県から要請があり国として指定する必要
がある場合に信用保証協会が通常の保
証限度額とは別枠で借入債務の100％
を保証する制度です。
■対象事業者
◇指定地域（47都道府県）において１年
間以上継続して事業をおこなってい
ること。

◇災害の発生に起因して、当該災害の
影響を受けた後、原則として最近１
か月の売上高等が前年同期に比して
20％以上減少しており、かつ、その後
２か月を含む３か月間の売上高等が
前年同期に比して20％以上減少する
ことが見込まれること。

■指定期間
　令和２年２月18日～令和２年６月１日

　国内外の金融秩序の混乱その他の事象が突発的
に生じたため、全国的な資金繰りの状況を示す客観
的な指標である資金繰りＤＩ等が、リーマンショック時
や東日本大震災時等と同程度に短期かつ急速に低下
することにより、我が国の中小企業について著しい信
用の収縮が全国的に生じていることが確認でき、国と
して危機関連保証を実施する必要があると認める場
合に、売上高等が減少している中小企業者を支援す
るための制度です。（一般保証及びセーフティネット保
証４号・５号とあわせて利用でき、借入債務の100％を
保証）
■対象事業者
◇金融取引に支障をきたしており、金融取引の正常化
を図るために資金調達を必要としていること。

◇指定案件（令和２年新型コロナウイルス感染症）に
起因して、原則として最近１か月の売上高等が前年
同期に比して15％以上減少しており、かつ、その後
２か月を含む３か月間の売上高等が前年同期に比
して15％以上減少することが見込まれること。

■指定期間
　令和２年２月１日～令和３年１月31日

認定申請書（商工振興課設置
又は市ホームページからダウ
ンロードできます）を商工振
興課へ提出（２部）

市が認定書
を発行

認定書を添付して信用保証協
会に保証申し込み

手
続
き
方
法
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ご存知ですか？ 障害のある方等への手当について

創業支援補助金の交付希望者を募集

　障害者（児）又はその介護者の方に次の手当を支給しています。 ▶地域福祉課（☎64・3204）
障害者福祉金

特別障害者手当

重度心身障害者介護手当

障害児福祉手当

■対象者　市内に１年以上住所を有し、次の障害者
手帳をお持ちの方（障害関係施設入所者は、市が
援護している方に限る）

■支給額
◇月額3,000円（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ

判定、精神障害者保健福祉手帳１級所持者）
◇月額1,500円（身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ１

判定、精神障害者保健福祉手帳２級所持者）
◇月額750円（身体障害者手帳４級、療育手帳Ｂ２判

定所持者）
※申請月の翌月分から支給
■支給月　８月、２月

　産業振興、雇用促進及び定住促進を図るため、市内で創業を計画している方に対して、その創業に係る
経費の一部を補助する創業支援補助金の交付希望者を募集します。

【補 助 額】店舗建築・店舗改修・店舗設備等経費の２分の１（限度額150万円）
【募集期間】４月10日（金）～５月29日（金）
【選　　考】募集期間終了後、審査を行い、採択の可否を決定のうえ連絡します。

【事業所名】SUSHI＆VEGETABLE  心（龍野町川原町）　【事業内容】飲食業（寿司）
　「真心と感動を提供し、喜びと感謝をいただくことを使命とする」を理念として、「健康・安
心・安全」を心がけたこだわりの食材を使用。特にシャリは、長期熟成の酒粕を原料に発酵さ
せた「赤酢」を使用しています。
　古い町並みに調和した落ち着いた雰囲気で、食事を楽しんでいただけるよう心を込めて提供し
ています。

【開 業 日】令和元年11月22日

【事業所名】咲菴（龍野町川原町）　【事業内容】飲食業（喫茶）
　「台湾とのご縁をたつのに」この思いを実現するため、古い町家の良さを感じつつ、本場台湾
のランチ、スイーツ、お茶を楽しんで頂き、台湾の魅力をたつのから発信する店をオープンしま
した。また、たつの出身で京都在住の若手藍染作家が、天然草を手染めした素材により日本
独自の形を表現した作品や、台湾作家の手作り作品を展示販売しています。さらに、お茶会、
能会、音楽などの鑑賞会を企画。地元の方とのご縁を広めるため、革小物作り、パステル教
室、ハンドマッサージ、占いなどのイベントを月１回開催しています。

【開 業 日】令和元年10月26日

■対象者　精神又は身体に著しく重度の障害がある
ため、日常生活において常時特別の介護を必要とす
る在宅の20歳以上の方

※社会福祉施設に入所している場合等、対象とならな
い場合があります。

■支給額　月額27,350円
■支給月　５月、８月、11月、２月

■対象者　精神又は身体に著しく重度の障害がある
ため、日常生活において常時介護を必要とする在宅
の20歳未満の方

※社会福祉施設に入所している場合等、対象にならな
い場合があります。

■支給額　月額14,880円
■支給月　５月、８月、11月、２月

■対象者　65歳未満の障害者で、居宅で６か月以上
常時寝たきり又はこれと同様の状態にあり、日常生
活において常時介護を必要とする重度の心身障害
者を介護する方

※障害者が過去１年間に自立支援給付サービス（自立
支援医療費、補装具費の支給を除く）を受けている
場合や、市町村民税課税世帯の場合等、対象になら
ない場合があります。

■支給額　年額10万円
■支給月　２月
※１月から12月までの手当を翌年２月に支給

令和元年度に創業支援補助制度を利用して新たに創業した事業所を紹介

▶商工振興課（☎64・3158）

心（こころ）

咲庵（しょうあん）
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東京たつの懇話会の新会員を募集！東京たつの懇話会の新会員を募集！
　東京たつの懇話会では、会員相互の親睦・交流・情報の交換を図るとともに、郷土愛を育み、たつの市の発展に
寄与することを目的としています。 ぜひ、ご家族・ご親戚、お知り合いの方をご紹介ください。
■対 　 象 　 者　首都圏在住・在勤・在学で、多方面に活躍されている「たつの市出身又はゆかりのある方」
■現在の会員数　２１９名　
■総会・懇親会　１０月２０日（火）１８時から東京都内にて開催予定　※詳細が決まり次第、会員にご案内します。
■入  会  方  法　事務局（広報秘書課）までお問い合わせください。
▶広報秘書課（☎64・３１４０）

　さまざまな地域課題の解決に向け、地域の特色を生かした主体的な地域づくり活動を行う市民団体に対
し、活動基盤の強化を図るためのアドバイザー招へいに要する費用の一部を補助します。
■補 　 助 　 額　アドバイザー招へい１回につき５万円、総額50万円（上限額）
■補助対象経費　アドバイザーへの謝金、招へいに必要な旅費（日当、食事代を除く）。
■補助対象団体　次に挙げるいずれにも該当する団体
（１）主たる活動の場が市内にあること。
（２）市内に在住、在勤又は在学している者が５人以上、かつ構成員の過半数を占めていること。
（３）代表者及び運営方法が会則等で規定されていること。
　※政治又は宗教団体、特定の政治家・政党を推薦又は反対する目的の団体等は対象外となります。
■対象活動
（１）地域が抱える課題の解決又は地域資源の活用を目的とする活動
（２）まちづくり、社会福祉、自然保護、地域安全等の地域振興に係る活動　等
■提出書類　交付申請書、アドバイザーの履歴書・業務内容の分かる書類、活動団体の会則・名簿
　※交付申請書等は、まちづくり推進課窓口でお渡ししますので、申請前に相談ください。
■申請・問い合わせ先　まちづくり推進課（☎64・３１６７）

輝く地域応援事業輝く地域応援事業

　本市への移住・定住を促進することを目的に、新たに市内に住宅を取得された方に対し
奨励金を交付しています。 新築の住宅だけでなく中古住宅も対象となります。

▶まちづくり推進課（☎64・３１６７） 

転入者住宅取得奨励金 若者住宅取得奨励金
市外に居住されている方が、定住を目的として市内に
住宅を取得される場合
■対  象  者　市外に１年以上居住され、転入される方
■奨励金の額　50万円（１年目30万円、２・３年目、
　　　　　　　 各10万円）
■申 請 時 期　転入した日から１年以内、かつ、建物
　　　　　　　 の所有権登記完了日から６か月以内

市内に居住されている方が、定住を目的として市内に住
宅を取得される場合
■対  象  者　市内在住の40歳以下の夫婦等（夫婦
　　　　　　　 のどちらかが40歳以下であれば可）
■奨励金の額　30万円（１年目一括交付）
■申 請 時 期　建物の所有権登記完了日から６か月
　　　　　　　 以内

フラット35を利用される場合、当初５年間、年0.25％金利を引き下げます！
■対 象 者　「若者・転入者定住促進住宅取得支援事業」「空き家活用支援事業」の交付対象要件及び独立
　　　　　　行政法人住宅金融支援機構の定める要件に該当する世帯
■提出書類　申請書、世帯全員の住民票の写し

※奨励金（転入・若者）の併用はできません。
※所有権が複数の場合にあっては、いずれかの者のみの申請とします。（例、夫と妻で１／２ずつの共有名義等）

〔対象となる住宅の要件〕
◇延床面積が50㎡以上の居住用の個人の住宅（店舗等の併用住宅については居住用部分が50㎡以上とする）
◇２親等以内の者からの当該住宅の購入は対象外　◇生活の本拠地となること（別荘等は対象外）

住宅取得奨励金制度の実施期間を
令和４年３月31日まで延長します！

※その他、条件がありますので、詳細はまちづくり推進課までお問い合わせください
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令和元年度 市長賞

令和元年度 議長賞

令和元年度 観光協会長賞

たつの市観光写真
コンテスト作品募集

■サイズ　４つ切カラー又はモノクロの単写真
　　　　 （ワイド４つ切可）
■作　品　３年以内にたつの市内で撮影した観光ＰＲにな

るようなもの（特に、日本遺産に認定された「室津の北
前船関連文化財」や重伝建地区に選定された「龍野の町
並み」の作品）。自作品で未発表のものに限ります。合成
加工写真は不可とします。

■応募締切　11月20日（金）　■応募数　１人５点以内
■応募方法　市役所、各総

合支所及び市内公共施設
等に設置している応募用
紙の受付票と作品票に必
要事項を記入し、作品票
は作品裏面に貼付の上、
受付票とともに持参又は
郵送で観光振興課へ提出。
なお、応募作品は、審査結
果にかかわらず返却でき
ません。ご了承ください。

■賞　推薦１点、特選６点、
　入選25点
▶観光振興課（☎64・3156）

■応募作品について
①応募作品　このコンクールのために創作された未発表の個人のオリジナル詩であること
②応 募 数　１人３編以内
③審 査 料　１編につき1,000円（高校生以下は、無料）

　④応募規定　400字詰め原稿用紙（Ａ４判）に詩を縦書きにし、詩の裏面に必ず郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・生年月日・職業（学年）・電話番号をご記入ください。
（注：原稿用紙以外に書いたものは、無効となりますのでご了承ください。）

■応募方法　持参又は郵送
■審査料支払い方法　作品を赤とんぼ文化ホールへ持参時にお支払い頂くか、郵便局でお振り込みくだ
　　　　　　　　　　さい。

■応募期限　７月１日（水）※当日消印有効
■応募・問い合わせ先 （公財）童謡の里龍野文化振興財団「三木露風賞係」（赤とんぼ文化ホール内）
（☎63・1888、〒679-4167龍野町富永）

第36回三木露風賞新しい童謡コンクール作品募集中第36回三木露風賞新しい童謡コンクール作品募集中
 あなたの詩を募集しています！！ あなたの詩を募集しています！！

【振込先】
　口座番号：０１１１０－８－６５４４８
　加入者名：公益財団法人童謡の里龍野文化振興財団
　※通信欄に名前・住所・生年月日・電話番号をご記入ください

たつの市観光写真
コンテスト作品募集
　四季を通じて、風景、イベント、産業等さまざまな視点
からたつの市の魅力や感動を伝える写真を募集しています。
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学都たつの の輝きと歴史・文化が薫るまちを目指して　の輝きと歴史・文化が薫るまちを目指して　

生ごみ以外の
普通ごみ

42％

布・紙
（再生紙）

カン・ビン・
ペットボトル・
プラ容器・紙容器

23％

生ごみ

29％

6％

ごみ袋（大）1袋に
入っていた生ごみ

資源ごみの分別が
未徹底！！

ごみの中身の割合

　

市
で
は
、
ご
み
の
基
礎
的
な
デ
ー

タ
を
集
め
る
た
め
、
２
月
に
市
内
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
新
宮
地
区
除

く
）
よ
り
無
作
為
に
抽
出
し
た
普
通

ご
み
の
中
身
の
分
析
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
普
通
ご
み
の
中
に

約
２
割
の
資
源
ご
み
が
混
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
容
器

等
は
資
源
で
す
。
分
別
す
る
こ
と
で

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
と
な
り
、
新
た
な

製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
分
別

表
で
ご
み
の
出
し
方
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

布
・
古
紙
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

実
施
し
て
い
る
集
団
回
収
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
通
ご
み
の
約
３
割
が
生

ご
み
で
、
生
ご
み
は
水
分
が
多
く
焼

却
炉
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
水

切
り
を
し
っ
か
り
し
て
か
ら
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

生
ご
み
の
中
に
は
、
食
べ
残
し
や

野
菜
の
過
剰
除
去
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
食
事
の
作
り
過
ぎ
を
や
め
、

使
い
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。
残
っ
た
も
の
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や

生
ご
み
処
理
機
で
処
理
す
る
と
、
堆

肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
分
別
を
徹
底
す
れ

ば
、
市
全
体
で
は
大
き
な
減
量
効

果
に
な
り
ま
す
。
ご
み
が
減
れ
ば
、

ご
み
の
収
集
、
焼
却
等
に
か
か
る
費

用
が
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。
市
で

は
、
ご
み
減
量
講
座
や
広
報
を
通
し

て
「
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
」
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み

の
正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
環
境
課
（
☎
６４
・
３
１
５
０
）

　小学校では2020年度から、中学校では2021年度から新し
い学習指導要領がスタートします。小学校では、プログラミン
グ教育が導入され、中学校では技術・家庭（技術分野）におい
て、プログラミングに関する内容が充実されます。
　プログラミング教育のねらいの１つとして、児童がプログラ
ミングを体験しながら、身の回りの生活は、コンピュータ等の
情報技術に支えられていることへの『気づき』とコンピュータ
等を用いて身近な問題を解決しようとする『態度』を育むこ
とがあげられます。
　小学校におけるプログラミング教育は、さまざまな教科・学
年・単元等に位置づけて学習を進めていきます。例えば、６
年理科「発電と電気の利用」の学習では、人を感知するセン
サーを用いた通電の制御等のプログラミング体験を通して、
生活には電気を効率よく利用する工夫があることに気づいた
り、さらに生活を便利にする方法を考えたりしていきます。
　たつの市教育委員会では、円滑にプログラミング教育が
実施できるように、教材の整備を行い、教員向け研修会を充
実させていきます。
▶学校教育課（☎64・3179） プログラミング授業の様子

ご
み
の
中
身
を調

査
し
ま
し
た

プログラミング教育が始まります
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消
防
最
前
線

消
防
最
前
線

169

令和2年1月1日からの

市内の災害状況
（3月20日現在）

火災  5件
救急  789件
救助  15件

西はりま消防組合ホームページのご案内
http://fd-nishiharima.jp/

災害情報案内（自動音声案内）
☎0791・76・7150

休日・夜間病院案内（自動音声案内）
☎0791・76・7160  消火栓取扱い訓練の様子

人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て 

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳

174

﹁
隣
保
館
ま
つ
り
﹂
を
通
し
た

人
権
の
ま
ち
づ
く
り

　

総
合
隣
保
館
と
誉
隣
保
館
に
お

い
て
「
隣
保
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
多
数
の
参
加
者
が
集
い
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
中
で

は
、
作
品
展
示
や
発
表
等
を
通
し

て
、
広
い
世
代
の
人
々
が
、
﹃
で
あ

い
・
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
あ
い
﹄
を

テ
ー
マ
に
、
心
温
ま
る
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

隣
保
館
は
、

住
民
の
交
流
の

拠
点
と
な
る
開

か
れ
た
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、福
祉
の

向
上
や
人
権

啓
発
に
係
わ
る
事
業
を
行
い
、
全
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
隣
保
館
ま
つ

り
も
そ
の
一
つ
で
、
た
つ
の
市
民
主

化
推
進
協
議
会
が
共
催
し
、
校
区
を

あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
も
の

で
、
各
種
団
体

で
組
織
さ
れ
る

実
行
委
員
会
で

話
し
合
い
を
重

ね
、
数
か
月
の

準
備
期
間
を
経

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
隣

保
館
を
核
と
し
て
地
域
住
民
が
「
交

流
・
協
働
」
の
中
で
互
い
を
尊
重
し

合
い
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
人
権

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
盲
導
犬
の
日

　

毎
年
、
４
月
の
最
終
水
曜
日
（
今

年
度
は
４
月
29
日
）
を
「
国
際
盲
導

犬
の
日
」
と
し
て
、
世
界
各
国
で
盲

導
犬
や
視
覚
障
害
へ
の
理
解
促
進
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
日
本
盲

導
犬
協
会
で
は
、
盲
導
犬
を
使
用

し
て
い
る
視
覚
障
害
の
協
会
ユ
ー

ザ
ー
２
０
６
人
に
聞
き
取
り
実
態
調

査
（
２
０
１
９
年
）
を
実
施
し
た
結

果
、
「
盲
導
犬
と
一
緒
に
い
た
り
、

視
覚
障
害
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

施
設
や
店
舗
で
の
受
け
入
れ
拒
否
に

あ
っ
た
り
す
る
事
例
が
、
６
割
も
あ

る
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
、
法
の
周
知
と
と
も

に
、
盲
導
犬
や
視
覚
障
害
へ
の
理
解

が
必
要
で
す
。

▼
人
権
教
育
推
進
課

（
☎
64
・
３
１
８
２
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た

　

火
気
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な

る
季
節
に
あ
た
り
、
住
宅
火
災
か

ら
尊
い
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
消
防
署
・
市
役
所
・
民
生

委
員
が
協
力
し
て
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
宅
へ
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
神
岡
地
区
が
対
象

で
、
２
月
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け

て
、
各
高
齢
者
宅
へ
赴
き
、
左
記

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

︹
暖
房
器
具
︺

◇
暖
房
器
具

（
ス
ト
ー

ブ
）
の
上

に
洗
濯
物

を
干
し
て

い
な
い
か

◇
暖
房
器
具

（
ス
ト
ー

ブ
）
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
い

て
い
な
い
か

◇
暖
房
器
具
（
ス
ト
ー
ブ
）
を
使
用

し
た
ま
ま
給
油
し
て
い
な
い
か

︹
調
理
器
具
︺

◇
キ
ッ
チ
ン
周
り
は
整
理
整
頓
さ

れ
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
い
て

い
な
い
か

◇
換
気
扇
や
グ
リ
ル
の
油
汚
れ
を

定
期
的
に
清
掃
し
て
い
る
か

︹
電
気
機
器
・
電
気
コ
ー
ド
︺

◇
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
確
実

に
差
し
込
ん
で
い
る
か

◇
た
こ
足
配
線
を
し
て
い
な
い
か

◇
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
し

て
い
な
い
か

︹
喫
煙
︺

◇
寝
た
ば
こ
を
し
て
い
な
い
か

◇
灰
皿
に
吸
殻
を
溜
め
て
い
な
い
か

◇
灰
皿
の
周
り
は
整
理
さ
れ
、
燃
え

や
す
い
物
を
置
い
て
い
な
い
か

︹
灯
明
等
︺

◇
ろ
う
そ
く
立
て
は
安
定
し
て
い

る
か

◇
周
り
は
整
理
整
頓
さ
れ
、
燃
え

や
す
い
物
を
置
い
て
い
な
い
か

︹
そ
の
他
︺

◇
家
具
の
固
定
等
、
地
震
に
対
す

る
備
え
は
で
き
て
い
る
か

◇
危
険
物
は
適
正
容
器
で
保
管
し

て
い
る
か

※
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、火
災
・
救
急
に
関
す
る
声
掛

け
か
ら
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

出
前
講
座
を
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

出
前
講
座
を
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

出
前
講
座
を
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

た
つ
の
消
防
署
で
は
、
防
火
・

防
災
・
応
急
手
当
の
方
法
等
を

地
域
の
方
へ
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
す
る
「
出
前
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
に
備
え

て
、
自
分
達
で
地
域
を
守
る
方
法

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

※
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
た
つ
の
消
防
署
又
は
、

お
近
く
の
分
署
・
出
張
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
西
は
り
ま
消
防
組
合
た
つ
の
消
防
署
（
☎
63
・
３
５
１
１
）
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▶ 姫路年金事務所国民年金課（☎079・224・6382）
国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）
●揖 地域振興課（72・2523）、●御 地域振興課（☎322・1451）

国民年金

国民年金保険料
（３月分）

▶口座振替日　４月30日（木）
　定額１か月　16,410円
　付 加 つ き　16,810円

　現金納付の方もお忘れなく、４月30日
（木）までに、金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストアで納めてください。

納付 学生納付特例 未納

老齢基礎年金
受給資格期間 ○ ○ ×
年金額に計算 ○ × ×

障害基礎年金
遺族基礎年金 受給資格期間 ○ ○ ×

※障害基礎年金及び遺族基礎年金を受け取るためには一定の要件があります。
※承認された期間の保険料を１０年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます。

　国民年金第１号被保険者の方が妊娠・出産される際に、届出を
することで産前産後期間の国民年金保険料が免除となります。
■免除期間　出産予定日又は出産日が属する月の前月から４か月間。

なお、多胎妊娠（双子以上）の場合は、出産予定日又は出産日
が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除
されます。

※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）
■対 象 者　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降の方
■届出時期　出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。
■届 出 先　国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）、●揖 地域振興課（☎72・2523）、

●御 地域振興課（☎322・1451）

　所得が少なく保険料の納付が困難な20歳以上の学生については、保険料の納付が猶予される「学生納付特例
制度」があります。
■対象者　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が１年以上である

課程）に在学する学生
■所得の基準額　学生本人の前年所得が118万円＋（扶養親族の数×38万円）以下
■申請手続き
◇新たに申請される方

　年金手帳、学生証の写し又は在学証明書、印鑑を持参の上、
国保医療年金課又は総合支所地域振興課で申請してください。

◇ハガキ形式の申請書が届いた方
　申請書に必要事項を記入の上、返送してください。（在学され
る学校等に変更がある方はハガキで申請できません。）

産前産後期間の国民年金保険料
が免除となります

学生納付特例の申請はお早めに！

農業委員、農地利用最適化推進委員を募集
　現委員の任期満了に伴い、本年12月から新しく就任する農
業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。申し込みに
は団体や地域等の推薦、自身による応募の２通りの方法があ
ります。
　募集要領及び申し込みについては次のとおりです。
■募集人数　農業委員　19名
　　　　　　農地利用最適化推進委員　18名
■任　　期　12月20日～令和５年12月19日
■応募方法　推薦及び応募により申込書を提出
■応募資格　農業に対する知識が有り、破産者等でないこと
■受付期間　５月７日（木）～６月５日（金）（必着）

農業委員会事務局へ持参（平日の８時30分～
17時15分）又は郵送により提出

■募集要項・申込書配布場所
農業委員会事務局及び各総合支所地域振興課、市ホーム
ページ

■選考方法　提出書類をもとに選考委員会で選考します。
■そ の 他　農業委員と推進委員は兼務できません。

「農業委員会活動の点検・評価、計画（案）」に
対するご意見を募集
　農業委員会のあるべき姿と外部への積極的な日常活動を示
すため、「１年間の目標とその達成に向けた活動計画」と「活
動に対する点検・評価」を実施しています。
　「令和元年度の活動の点検・評価」と「令和２年度の活動計
画」に対する農家の皆さんのご意見、ご要望をお聞かせくださ
い。
■活動項目

１　遊休農地に関する措置
２　認定農業者等担い手の育成及び確保
３　担い手への農地の利用集積
４　違反転用への適正な対応

※詳細な資料は農業委員会事務局（本庁３階）窓口に設置し
ているほか、市ホームページにも掲載していますのでご覧くだ
さい。

■意見募集期限　５月８日（金）17時（必着）
■意見の提出方法　郵送、持参、FAX、
　メールにより提出

農業委員会だより農業委員会だより

産前産後期間の国民年金保険料
が免除となります

学生納付特例の申請はお早めに！

▶農業委員会事務局（☎64・3185、 FAX 63・2594、〒679-4192 龍野町富永1005-1、nogyoiinkai@city.tatsuno.lg.jp）
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▶ 健康課（はつらつセンター内）（☎63・2112）   ▶ 新宮保健センター（☎75・3110）
▶ 母子健康支援センター はつらつ（☎63・5121） ▶ 揖保川保健センター（☎72・6336）
  ▶ 御津保健センター（☎322・3496）各相談・講習会・教室の申し込みは右記へ

保健だより保健だより

教室・相談のご案内（事前予約必要）

新型コロナウイルスの感染予防対策

新型コロナウイルス感染症を予防しよう！
　新型コロナウイルスの感染者が国内でも増えています。新型コロナウイルス感染症の予防対策は、風邪や季節
性のインフルエンザと基本的に同じで、通常の感染症対策を行うことが重要です。
　ひとりひとりができる予防法を確認しておきましょう。
　また、市ホームページを適宜更新していますので、正しい情報の収集に心がけ、冷静な対応をお願いします。

こまめに手洗い 消毒・除菌

咳エチケット

「密」を避ける

こまめな換気

　ウイルスがついた手で口や鼻、目を触
ると粘膜から感染するので、石けんでこ
まめに手を洗い、手指を清潔に保つこと
が大切です。

　咳やくしゃみの症状があるときは
マスクを着用しましょう。

マスクがない場合
　咳やくしゃみ等症状があるときは、ハンカチやタオル
等、口を塞ぐことができるものを代用することでも飛沫
（くしゃみ等の飛び散り）を防ぐ効果があります。 
　また、ガーゼやハンカチの両端にゴムをつけて簡易マ
スクを作成する等の方法もあります。

ウイルスが付着しやすいポイント
ドアノブ、照明のスイッチ、テーブル、椅子、電話機、
パソコンのキーボード、トイレ　等

　ウイルスが空気中にとどまったままに
ならないように、１時間に１回は換気しましょう。

　ドアノブ等の身の回りの物の表面の消毒には
次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）が有効です。 

龍野健康福祉事務所（受付時間：平日９時～17時30分）
☎ 63・5140 　 FAX  63・9234
24時間対応コールセンター（相談窓口）
☎ 078・362・9980（専用ダイヤル）　
FAX  078・362・9474
厚生労働省（受付時間：９時～21時）
☎ 0120・565653（フリーダイヤル）

新型コロナウイルス感染症に
関する相談窓口

1 5

2

3

4

　換気の悪い「密閉空間」、多数が集まる「密集場
所」、間近で会話や発声をする「密接場面」という３
つの条件が重なる場所を避け、不要不急の外出は
控えましょう。

自主トレーニング講習会
　講習会を受講された方は、トレーニング機器が利用可能な
日には自由に利用できます。
■対象者　40歳以上の市民（医師から運動を制限されず、

介護保険認定を受けていない方）　■受講料　500円
■持ち物　室内用運動靴、水分、トレーニングウエア、タオル
■申込先　健康課

プレママサロン（妊婦のつどい）
　妊婦が集い、交流するサロンです。
■対象者　妊婦（お子様連れの参加可能）
■参加費　無料　　■持ち物　母子健康手帳　　　
■申込先　母子健康支援センターはつらつ

日　時 場　所 内　容
4/15（水）10:00～11:30

はつらつ
センター

ミニ講話（呼吸法・沐浴
法等）、フリートーク、
ティ―タイム、気軽に相
談コーナー

5/20（水）10:00～11:30
6/17（水）10:00～11:30

日　時 場　所

5/14（木）9:15～11:45 はつらつセンター

＜消毒液の作り方＞（次亜塩素酸ナトリウムの場合）
● 一般的に「塩素系漂白剤」（塩素濃度

５％）として販売されています。
●ドアノブ等の物の消毒には0.05%に薄

めて使用します。（500mlの水に対し漂
白剤をペットボトルキャップ１杯弱）

※手で直接触れないように気をつけ、製品に記載の
「使用上の注意」をよく読んで使用してください。
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▶龍野体育館（☎63・2261）　　  ▶新宮スポーツセンター（☎75・1792）
▶御津体育館（☎322・3012）　　▶揖保川スポーツセンター（☎72・5567）教室の申込みは右記へ

体育館だより体育館だより

たつの市民ゴルフ大会参加者を募集　

■と　　き　５月13日（水）９時03分スタート　■ところ　龍野クラシックゴルフ倶楽部
■競技方法　18ホールストロークプレー（ダブルペリア方式）　■参加資格　市内在住又は在勤の方
■参 加 費　４,000円（当日徴収）　■定員　80名（20組） ※定員になり次第締切
■プレー費　【昼食付・キャディなし】6,680円、【昼食付・キャディあり】9,980円
■申込期限　４月21日（火） ※開館は、９時～19時（日曜日は17時まで）（月曜日休館）
■申込方法　龍野体育館窓口又はFAX（63・4470）で申し込み。（電話は不可）
■申込・問い合わせ先　市体育協会ゴルフ部　飯田（☎72・3720）
▶ 体育振興課（龍野体育館）（☎63・2261）

ファミリーバドミントン教室参加者を募集
「羽根つき」と「バドミントン」をミックスし、専用シャトルとラケットを使い、ラリーを楽しむニュースポーツ。
■と　　き　５月14日（木）～毎週木曜日（全10回）　■時間　19時30分～21時30分　■ところ　御津体育館　
■受 講 料　300円（全10回分）　■定員　15名（先着順）
■参加資格　市内在住又は在勤で小学生以上（小中学生は保護者同伴）
■持 ち 物　シューズ（ラケットは貸し出します）
■申込期限　５月３日（日・祝） ※開館は、９時～17時（月曜日休館） ※定員になり次第締切
■申込・問い合わせ先　御津体育館（☎322・3012）

「ミニ駅伝大会」 参加者を募集
■と　　き　５月17日（日）　■ところ　新宮リバーパーク　
■参加対象　３人１組のチームが組める方。市外からの参加も受け付けます。
■部　　門　①親子の部、②友達の部（小学生男子・女子、中学生男子・女子、高校生男子・女子、一般男子・女子）、
　　　　　　③シルバーの部（３人の合計年齢が160歳以上）、④フリーの部（①～③以外の組み合わせ）
■距　　離　１区・２区（1,450m）３区（2,900m）
■申込期限　５月８日（金） ※開館は、９時～17時（月曜日休館）
■参 加 費　１人100円（申込時に納入）
■申込方法　体育館又はスポーツセンター窓口で申し込み。
▶ 新宮スポーツセンター（☎75・1792）

バドミントン教室参加者を募集
■と　　き　５月20日（水）～毎週水・金曜日（全10回）　■時間　９時30分～11時30分　■ところ　御津体育館
■受 講 料　300円（全10回分）　■定員　20名（先着順）
■参加資格　市内在住又は在勤で高校生以上の初心者の方
■持 ち 物　シューズ（ラケットは貸し出します）
■申込期限　５月10日（日） ※開館は、９時～17時（月曜日休館） ※定員になり次第締切
■申込・問い合わせ先　御津体育館（☎322・3012）

◇と こ ろ　青少年館ラケットボールコート
◇申込方法　参加希望者１名につき１枚の往復はがきで次の①から⑧を記入し郵送。

①氏名（ふりがな）と性別②郵便番号・住所③電話番号④保護者名⑤学校名⑥学年⑦希望コース・
組⑧キッズコース及び親子体験受講経験の有無 ※返信用のはがきにも住所氏名を記入すること

◇申 込 先　〒679-4167　たつの市龍野町富永　青少年館「こどもラケットボール教室」係
◇申込期限　４月26日（日）必着  ※応募者多数の場合抽選

※ラケットボールに興味のある中学生・高校生は、青少年館（担当 小野）までご連絡ください。
▶青少年館（☎62・2626）

　青少年館では、運動能力アップを目指すキッズコース、親子で楽しむ体験コース、
ジュニア選手を育てる選手育成コースの受講生を募集します。

【キッズコース（6回）】
■と　き　６月２日～７月７日の
　　　　　毎週火曜日16時から
　　　　　17時
■定　員　10名
■対象者　小学生1・2年生
　（２年生、経験無し優先）
■受講料　1,000円

【親子体験コース（1回）】
■と　き（いずれか選択）

A組：５月30日（土）
B組：７月５日（日）
C組：７月12日（日）

　全て午前10時～11時30分
■定　員　各３組の親子
■対象者　小学生と保護者
■参加費　500円

【ジュニア選手育成コース】
■と　き　５月14日～毎週木曜日
　　　　　16時～18時と土曜日
　　　　　13時～14時の週２回
■定　員　８名程度
■対象者　４年間以上継続して

受講する意欲のある小学３年生
（キッズコース受講経験者優先）
■受講料　1か月1,000円

こどもラケットボール教室受講生を募集こどもラケットボール教室受講生を募集
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広
告

正社員募集中 ※未経験者歓迎！
未来の職人さんお待ちしております！

たつの市揖保町
揖保中65-3番地

㈱西播テント工業
組立テント・地域イベントリース
工場から船舶まで幅広い各種シート製品など
製作加工いたします！　　　　　　　　　　　　　

TEL 0791-67-1234

「広報たつの」や「たつの市ホーム
ページへのバナー広告」で会社、
お店のＰＲをしませんか？
▶広報秘書課（☎64・3211）

有料広告＆
バナー広告
募集中！

有料広告＆
バナー広告
募集中！

情報ランド 【市街局番】龍野（0791）　新宮（0791）　　揖保川（0791）　御津（079）
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揖
西
公
民
館
）

■
内
容

︹
第
１
部
︺
板
垣
救
急
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長 

板
垣 

有
亮
さ
ん
に
よ

る
講
演

︹
第
２
部
︺
コ
ー
プ
こ
う
べ
第
７

地
区
本
部
長　

陰
平 

康
則
さ

ん
と
の
ト
ー
ク

︹
第
３
部
︺
歓
談
、
昼
食
、
防
災

食
試
食
バ
ザ
ー
、
防
災
食
セ
ッ

ト
の
展
示
、
販
売

※
昼
食
無
料

■
定
員　

先
着
80
名

■
申
込
期
限　

５
月
２
日（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

揖
西

北
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

菅
野（
☎
０
９
０
・
８
１
４
８
・

３
４
８
５
）

  

募
　
集

た
つ
の
市
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
公
募
委
員

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
な
お
、
公
募
委
員

は
、
た
つ
の
市
指
定
管
理
者
審
査

委
員
会
委
員
に
も
就
任
い
た
だ
き

ま
す
。

■
募
集
人
数　

２
名

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
平

日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る

満
20
歳
以
上
の
方

■
任
期　

委
嘱
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日

■
応
募
方
法　

企
画
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
持

参
、
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
で
提
出

■
応
募
期
限　

４
月
30
日（
木
）必

着
■
選
考
方
法　

書
類
審
査
の
上
、

選
考
結
果
を
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

（
☎
64
・
３
１
４
１
、
Fax

63
・

２
５
９
４
、
メール kikaku@

city.
tatsuno.lg.jp

、
〒
６
７
９

︲
４
１
９
２ 

龍
野
町
富
永

１
０
０
５
︲
１
）

～
子
ど
も
読
書
週
間
行
事
～

あ
な
た
も﹁
一
日
図
書
館
員
﹂

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る

「
一
日
図
書
館
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き

︹
新
宮
図
書
館
︺
５
月
３
日

（
日
・
祝
）、
６
日
（
水
・
振
休
）

︹
揖
保
川
図
書
館
︺
５
月
５
日

（
火
・
祝
）、
６
日
（
水
・
振
休
）

※
い
ず
れ
も
９
時
30
分
～
16
時

■
募
集
人
数　

い
ず
れ
も
３
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
５
年
生
～
高
校
３
年
生
ま

で
（
体
験
者
は
除
く
）

■
申
込
期
限　

４
月
26
日（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

新
宮

図
書
館（
☎
75
・３
３
３
２
）、
揖

保
川
図
書
館（
☎
72
・
７
６
６
６
）

ほ
の
ぼ
の
親
子﹁
母
の
日
・
父

の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
手
づ
く
り

陶
芸
教
室
﹂受
講
生

　

親
子
で
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん

に
手
づ
く
り
の
陶
器
の
カ
ッ
プ
・

お
皿
・
お
茶
碗
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
と
き　
︹
母
の
日
︺４
月
19
日（
日
）

︹
父
の
日
︺５
月
31
日（
日
）両
日

と
も
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

青
少
年
館
管
理
棟
１

階
創
作
室

■
募
集
人
数　

各
教
室
と
も
に
９

名
（
子
ど
も
の
数
の
み
）

■
対
象
者　

小
中
学
生
の
親
子

（
小
学
４
年
生
以
下
は
必
ず
保
護

者
同
伴
、
５
年
生
以
上
は
子
ど

も
だ
け
で
も
可
）

■
参
加
費　

各
教
室
と
も
１
人

５
０
０
円
（
子
ど
も
の
み
）

■
申
込
方
法　

４
月
15
日（
水
）

９
時
か
ら
電
話
で
受
付
（
先
着

順
）

▼
青
少
年
館
（
☎
62
・
２
６
２
６
）

西
播
磨
縁
結
び
推
進
員
・

結
婚
応
援
企
業

　

結
婚
を
応
援
す
る
「
ひ
と
」
と

「
企
業
」
を
募
集
し
ま
す
。 

■
内
容

︹
縁
結
び
推
進
員
︺

◇
対
象
者　

西
播
磨
地
域
内
に
在

住
又
は
在
勤
、
在
学
で
30
歳
以

上
の
方

︹
結
婚
応
援
企
業
︺

◇
対
象
企
業　

西
播
磨
地
域
内
に

所
在
す
る
企
業
・
団
体
（
部
署
・

支
店
・
工
場
単
位
で
登
録
可
）

※
登
録
証
交
付
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
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「広報たつの」や「たつの市ホームページへ
のバナー広告」で会社、お店のＰＲをしま
せんか？
▶広報秘書課（☎64・3211）

有料広告＆バナー広告
募集中！

有料広告＆バナー広告
募集中！

広
告

5月７日（木）
14：00～14：20 佐江公民館

14：40～15：00 土師公民館

5月８日（金） 10：40～11：00 西栗栖コミセン

5月12日（火） 15：00～15：40 西はりまリハビリテーションセンター

5月13日（水）
14：30～14：50 田中構造改善センター

15：20～15：40 小宅公民館

5月14日（木） 13：40～14：20 室津センター

5月15日（金）
11：40～11：55 東觜崎公民館

15：00～15：15 神岡小学校南門

5月20日（水） 14：30～14：50 御津総合支所

5月21日（木） 14：00～14：15 中井奥垣内公民館

5月25日（月）
14：00～14：30 光都プラザ駐車場

14：50～15：10 東栗栖コミセン

5月27日（水）
14：35～14：50 馬場営農組合駐車場

15：00～15：15 市場公民館

5月29日（金） 14：50～15：10 障がい者デイサービス レインボー

天候によっては中止する場合があります。
▶揖保川図書館（☎72・7666）

提
供
等
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

▼
西
播
磨
県
民
局
県
民
交
流
室
県

民
活
動
支
援
課

（
☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
３
１
）

  
お
知
ら
せ

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

こ
の
度
、
第
２
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
地
域
に
支
え
ら
れ
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
、
各
種
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
児
童
福
祉
課（

☎
64
・
３
１
５
３
）

神
岡
公
民
館
改
修
工
事
の

実
施

　

神
岡
公
民
館
の
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
７
月
か
ら
10
月

頃
ま
で
を
予
定
し
、
安
全
管
理
の
た

め
、
休
館
す
る
期
間
が
生
じ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
期
間
及
び
事
務
所

移
転
先
等
に
つ
い
て
は
、
工
事
開

始
前
に
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▼
社
会
教
育
課（

☎
64
・
３
１
８
０
）

就
職
に
有
利
な
資
格
の
取
得

を
支
援

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
が

就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得
す
る

た
め
養
成
機
関
等
に
お
い
て
修
業

す
る
場
合
、
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。
な
お
、
事
前
に
相
談
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

︹
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
︺

就
職
に
有
利
な
国
家
資
格
を

取
得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
に

お
い
て
１
年
以
上
修
業
す
る
場

合
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

︹
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
︺

市
指
定
の
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
し
、
修
了
し
た
場
合
に
そ
の

経
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

▼
児
童
福
祉
課（

☎
64
・
３
１
５
３
）

消
火
栓
の
使
用

　

消
火
訓
練
等
で
消
火
栓
を
使
用

す
る
場
合
は
、
事
前
に
消
火
栓
使

用
願
を
提
出
し
、
使
用
後
に
は
使

用
時
間
等
、
使
用
状
況
を
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
火
栓
の
使
用
及
び
急

激
な
開
閉
作
業
は
、
水
量
水
圧
の

変
動
、
赤
水
の
発
生
等
水
道
の
安

定
供
給
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
開
閉
作
業
は

ゆ
っ
く
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
火
栓
を
閉
め
て
も
水

が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
も
う
一

度
少
し
開
け
て
か
ら
閉
め
直
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
以
上
に
強
く
閉

め
る
と
、
消
火
栓
の
破
損
原
因
と

な
り
ま
す
。

■
届
出
先

◇
上
水
道
課（
☎
75
・
４
４
０
０
）

龍
野
地
域
・
新
宮
地
域（
光
都
を

除
く
）・
揖
保
川
地
域（
半
田
・
片

島
の一
部
）

322020年4月号



広
告

揖保川町浦部6番地

情報ランド 【市街局番】龍野（0791）　新宮（0791）　　揖保川（0791）　御津（079）

休日・夜間水道
当番（緊急時のみ）５月

＜ 龍野地域・新宮地域（光都を除く）＞
揖保浄水場　 　　 （☎67･8806）
※閉開栓の受付は除く
＜ 揖保川地域 ＞
㈲長田設備工業　 （☎72･2469）
＜ 御津地域 ＞
１日～10日　 ミツバ商事㈱

昼間（☎322･1245）
夜間（☎322･2485）

11日～20日　 勝間設備㈱
昼間（☎322･2488）
夜間（☎322･1355）

21日～31日　 ㈲沼田水道工業所
（☎322･1251）

令和２年２月中 9,623,150円 （748件）
令和元年度累計（２月末現在） 84,269,305円（5,003件）

本市に対する寄附金の状況をお知らせします。▶企画課（☎64・3141）

寄附者からのメッセージ
・新舞子海岸のお宿に宿泊しましたが、景色が大変よかったです。

景観を大事にしてください。
・まちのために頑張ってください。

※３月１日～15日届出分で、掲載に同意を
得ている方々です。（敬称略）
名　前 住　所 死亡月日 （年齢）

中島　修己 御津町苅屋 ２/14 （75）
森口　鐵章 揖保川町正條 ２/20 （77）
岩﨑左知生 揖保川町正條 ２/27 （60）
森本しずゑ 新宮町新宮 ２/28 （102）
坂上　髙明 御津町室津 ２/29 （84）
片岡　政江 新宮町新宮 ３/５ （93）
木下　强 御津町室津 ３/９ （83）

たつの市の人口
令和２年2月29日現在  （前月比）

● 男 36,862人 （－50）
● 女 39,335人 （－13）
● 総人口 76,197人 （－63）
● 世帯数 30,787世帯 （＋10）

■ふるさと応援寄附金

寄附金は、「たつの市」の魅力あるまちづくりのため、さまざまな
事業に生かされています。

ご冥福をお祈りします

◇
西
播
磨
水
道
企
業
団

（
☎
０
７
９
１
・
22
・
８
３
０
２
）

揖
保
川
地
域（
半
田
・
片
島
の
一

部
を
除
く
）・
御
津
地
域

◇
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合
上
下

水
道
事
業
所

（
☎
０
７
９
１
・
58
・
０
０
０
１
）

新
宮
地
域（
光
都
）

専
門
職
に
よ
る
成
年
後
見
・

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度（
任
意
後
見
制

度
を
含
む
）に
経
験
豊
富
な
専
門

職
に
よ
る
巡
回
相
談
で
す
。

■
と
き　

４
月
22
日（
水
）13
時
30

分
～
16
時

■
と
こ
ろ　

上
郡
町
役
場
第
２
庁

舎
２
階
小
会
議
室

■
相
談
員　

弁
護
士

■
相
談
料　

無
料

※
成
年
後
見
制
度
と
は

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
々
の
生
活
（
権
利
や
財

産
）
を
守
る
制
度

▼
西
播
磨
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
72
・
７
２
９
４
）

今
月
の
市
税

■
軽
自
動
車
税　

全
期
分

■
納
期
限　

４
月
30
日（
木
）

■
納
付
場
所　

金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

会
計
課
・
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課

※
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。
申
し
込
み
は
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
納
税
課
・
各
総

皆
様
か
ら
の
税
金
は
、
た
つ
の

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
税
の
期
限
内
自
主
納
付
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付

で
き
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
※

口
座
振
替
の
方
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。）

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替

又
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
納
付
す
る
方
へ

　

車
検（
継
続
検
査
）用
の
納
税
証

明
書
を
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
必
要
な
方
は
、

納
税
課
又
は
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
課
（
☎
64
・
３
１
４
４
）
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▶電話予約☎（0791）63･1322　▶問い合わせ☎（0791）63･1888
ホームページアドレス　https://www.tatsuno-cityhall.jp/abh/
Ｅメールアドレス　bunkahall@tatsuno-cityhall.jp

赤とんぼ文化ホール

▶電話予約・問い合わせ　☎（0791）72・4688
ホームページアドレス　http://www.tatsuno-cityhall.jp/aqua/
Ｅメールアドレス　aquahall@city.tatsuno.lg.jp

広
告

8月19日（水）〜22日（土） １０：００〜１８：００
スタインウェイお貸しします ～ホールを独り占め～

ホールコンサートさながらの舞台でスタインウェイピアノを弾いてみませんか！

6月20日（土）
高嶋ちさ子 
ｗith Super Cellists

8月23日（日） 
アクアピアノコンサート出演者募集

6月27日（土） 
～銀幕の名花 イングリッド・バーグマン特集～

4月11日（土） Vol.277　　
「家族のレシピ」

4月24日（金） 
「山崎まさよし」

YAMAZAKI MASAYOSHI CONCERT TOUR 2020 “Quarter Note”

９月６日（日）
「山崎バニラの活弁大絵巻

in赤とんぼ」

ホール情報 ■指…全席指定席（全席指定のため、お子様を膝の上に抱いてのご鑑賞はできません）
■自…全席自由席　■未…未就学児の入場不可　■■3↓…3歳未満の入場不可　　

完売しました！！ 
ありがとうございました！

[とき] ※開演時間未定　■使用ピアノ　スタインウェイピアノ（Ｄ－２７４）

[募集人数と演奏時間]
①子どもの部　概ね20人（組）：５分以内  ②一般・中学生の部　概ね15人（組）：10分以内（中学生は５分以内）
[参加料] １人（組）一般2,000円、中学生以下1,000円
[申込方法] 所定の参加申込書に必要事項を記入の上、アクアホールへ申し込みください。
[募集期間] ４月22日（水）～５月15日（金）17時まで ※申込者多数の場合は抽選で決定します。

[使用備品] スタインウェイピアノ（Ｄ－２７４）、音響反射板
[参加料] １区分　50分　たつの市内の方3,000円（市外の方5,000円）

「カサブランカ」ほか（103分） 「ガス燈」ほか（114分）　２本立て・入替なし・見放題
①10:00～11:43「カサブランカ」　②13:00～14:54「ガス燈」
③15:10～16:53「カサブランカ」
[鑑賞料金] ■自　前売・当日とも800円　■■3↓
※開場は9時30分となります。 ※休憩所あります。 ※赤とんぼ文化ホールサタ

デーシネマ鑑賞券はご利用できません。

①10：00②13：00③16：00 [89分]（各回入替制）
自※鑑賞チケットは当日、会場にてお買い求めください。

※満員の際は入場を制限させていただく場合がございますので予めご了承ください。

[鑑賞料] 一般800円／高校生以下（3歳以上）500円
[出演] 斎藤工、マーク・リー、松田聖子　ほか
[監督] エリック・クー

[開演]　18：30（開場18：00）　[入場料]　6,600円　■指  再発売中
※販売は赤とんぼ文化ホールのみ取り扱います。
※小学生以上の方はチケットが必要です。（未就学児のご入場は保護者の方の座席の範囲内で、

周りのお客様にご迷惑にならないようにご覧いただくことを大前提とさせていただきます。）

[開演]　15：00(開場14：30)　[入場料]　1,500円　■指
一般発売日　４月25日（土）９:00～　
※発売日初日のみ御一人様４枚まで購入、予約ができます。ただし、先行販売状況により販売
　枚数を変更する場合がありますので予めご了承ください。
※4歳以上有料（3歳以下のご入場はご遠慮ください。）

[プログラム] 【第1部】『活動写真 いまむかし』 2011年　13分
  『大学は出たけれど』 1929年　16分「大正琴弾き語り」

【第2部】『ロイドの福の神（特別版）』 1926年　59分「ピアノ弾き語り」

お気に入りの曲をスタインウェイピアノで弾いてみませんか！ アクアシネマ クラシック

サタデーシネマ鑑賞会

5月9日（土） Vol.278 　
「そらのレストラン」

①10：00②13：00③16：00 [126分]（各回入替制）■自
※鑑賞チケットは当日、会場にてお買い求めください。
※満員の際は入場を制限させていただく場合がございますので予めご了承ください。

[鑑賞料] 一般800円／高校生以下（3歳以上）500円
[出演] 大泉洋、本上まなみ、岡田将生、風吹ジュン ほか
[監督] 深川栄洋

サタデーシネマ鑑賞会

▶一般窓口８：30〜18：00　チケット発売日初日のみ　窓口９:00〜、電話・インターネット13：00〜
入場料はすべて消費税込み。プログラム・出演者等変更になる場合があります。チケット発売状況により枚数の制限を変更する場合がありますので予め
ご了承ください。また、チケット売り切れの際はご容赦ください。「サタデーシネマ鑑賞会」鑑賞券の予約等は行っていません。当日会場売り場にてお買い
求めください。会場内は飲食禁止ですのでご協力お願いします。※友の会入会希望の方は両ホールまで  休館日：月曜日、祝翌日、その他臨時休館日

新型コロナウイルスの影響で延期し

９/12（土）に上映します。

※３月20日（金・祝）に予定しておりました
　公演の振替公演です。

6月13日（土） Vol.276　　
「引っ越し大名！」

①10：00②13：00③16：00 [120分]（各回入替制）■自v
※鑑賞チケットは当日、会場にてお買い求めください。
※満員の際は入場を制限させていただく場合がございますので予めご了承ください。

[鑑賞料] 一般800円／高校生以下（3歳以上）500円
[出演] 星野源、高橋一生、高畑充希、小澤征悦　ほか
[監督] 犬童一心
※友の会会員様に発行しています「2019年度サタデーシネマご招待券」は６月の鑑賞会のみ
　ご利用可能とさせていただきますので、ご理解の上ご了承くださいますようお願い申し上げます。

サタデーシネマ鑑賞会

※3月14日（土）
　延期上映分です。

日本語字幕付き

振替
 公演

[申込方法] 所定の参加申込書に記入の上、アクアホールへ参加料を添えて申し込
みください。

[募集期間] ４月23日（木）９時から（先着順、定員になり次第、終了します）
ピアノのレッスン、発表会・コンクールの予行練習、ピアノを使うアンサンブルの
練習等、ホールを自由にお使いください。グループ利用もできます。※コンサート
利用の時は別途費用がかかる場合があります。

[募集人数] 各日とも８人（組）　※連続利用は２区分まで

新型コロナウイルスの影響で再延期します。

詳細は赤とんぼ文化ホールまで！
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春は出会いと別れの季節と言
いますが、私もこの度の人事異

動で５年間所属した広報秘書課から異動するこ
ととなりました。この５年間、カメラ片手に市内の
様 な々場所に行かせていただきました。取材を通
して、たつの市の魅力をより一層感じることができ
ました。また多くの方とふれ合うことでき、大変貴重
な経験となりました。ありがとうございました♪ ○坂

相談日カレンダー（4月15日～）
※●本＝市役所、●新＝新宮総合支所、●揖＝揖保川総合支所、●御＝御津総合支所

　マイナンバーカード交付等相談（休日開庁日）
▶市民課☎64・3147

と　き　５月10日（日）９時～12時（事前予約必要）
ところ　●本市民課

心配ごと法律相談　　　　▶社会福祉協議会
龍野支部 ☎63・5106　　新宮支部 ☎75・5084
揖保川支部 ☎72・7294　御津支部 ☎322・2920

（受付状況により人数制限あり）
弁護士相談 ※受付：12時～15時、相談：13時～

４月21日（火）　 揖保川総合支所
４月23日（木） 　御津やすらぎ福祉会館
５月13日（水）　 はつらつセンター
５月14日（木）　 新宮ふれあい福祉会館

公証人相談 ※受付：12時～15時、相談：13時～
４月15日（水）   はつらつセンター

市内空き家利活用相談
▶空き家相談センター☎78・9220

と　き　日・月・火曜日　９時～16時（予約優先）
ところ　たつの市空き家相談センター（旧姫路信
　　　　用金庫川西出張所）龍野町下川原80

子育て相談（育児・不登校・虐待等）
▶子育て応援センターすくすく☎64・3220

と　き　月～金曜日　９時～17時
ところ　●本 子育て応援センターすくすく
　　　　（児童福祉課内）

妊産婦・子育て相談（妊娠・出産・子育て等）
▶母子健康支援センターはつらつ☎63・5121

と　き　月～金曜日　９時～17時
ところ　母子健康支援センターはつらつ
　　　　（はつらつセンター健康課内）

福祉・介護相談　▶地域包括支援課☎64･3270
と　き　月～金曜日　９時～17時　
ところ　●本 ふくし総合相談窓口
　　　　（地域包括支援課内）

教育相談　　　　　 ▶学校教育課☎64･3023
と　き　月～金曜日　９時～17時
ところ　●本 学校教育課

市 長 対 話 広 場

【市外局番】龍　野（0791）　新　宮（0791）
揖保川（0791）　御　津（079） 

編集後記
市長と直接意見交換していただけます
と　き　９時～21時の間で、おおむね 90分以内
ところ　市内公民館等の各種施設等（個人宅は不可）
対象者　市内在住、在勤、在学で参加予定10名程度のグループ
※希望日の１か月前までにお申込みください。ご希望の日程に添えない時は、
　調整させていただく場合があります。

▶広報秘書課☎64・3211

人権相談　　　　　　 ▶人権推進課☎64・3151

と　き　５月７日（木） 13時～15時
ところ　●新相談室、●揖１階相談室
相談担当者　人権擁護委員 ※秘密は厳守します。

行政相談　　　　　　 ▶総務課☎64･3142

●新地域振興課☎75･0251、●揖 地域振興課☎72･2525
●御 地域振興課☎322・1001

４月16日（木） ９時～11時　揖龍広域センター第１会議室
４月28日（火） 13時～15時　●揖２階202会議室
５月14日（木） 13時～15時　●新ロビー

消費生活相談　▶消費生活センター☎64･3250
と　き　月～金曜日　8時30分～17時15分
ところ　●本 商工振興課
消費者ホットライン　☎局番なし188

年金・労働相談（兵庫県社会保険労務士会）
▶商工振興課☎64･3158

４月22日（水） 13時30分～16時　●本１階相談室

龍野健康福祉事務所の相談　※要予約
エイズ・肝炎相談（相談・検査、HIVは無料匿名検査）

４月28日（火）、５月12日（火）
13時～14時15分　　　▶健康管理課 ☎63・5140

専門的栄養相談
５月11日（月） 10時～11時30分

▶健康管理課 ☎63・5677
こころのケア相談（精神疾患、アルコール問題等）

５月１日（金） 13時～15時
▶地域保健課 ☎63・5687

その他で開催される相談会
●司法書士無料相談会

４月25日（土）９時～12時　※予約不要
たつの市産業振興センター第２会議室（龍野町堂本）

▶兵庫県司法書士会西播支部☎0120・818184

●不動産無料相談会（売買、賃貸、不動産業者等）
５月13日（水）14時～16時　※予約優先
龍野経済交流センター５階（龍野町富永702-１）

※事前に相談内容をご連絡ください。
▶（一社）兵庫県宅地建物取引業協会西播磨支部・

鈴木☎63・3072（平日10時～16時）
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重伝建だより重伝建だより 重要伝統的建造物群保存地区の紹介重要伝統的建造物群保存地区の紹介 ～門の外～～門の外～
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▶

京都の形式を導入した町家通りの景観
たつの市龍野伝統的建造物群

保存地区位置図

※綴じ穴を開けられる場合は、このページの左端、中心のガイド「◀」に合わせてください。

新宮・揖保川・御津各総合支所窓口の開庁時間変更のお知らせ

新型コロナウイルスの影響によるイベントの中止・延期等について
　新型コロナウイルスの感染を防止するため、市が主催又は共催するイベント等について、中止や延期
になるものがあります。詳しくは、市ホームページの「新型コロナウイルスの影響によるイベント中止・
延期等のお知らせ」（https://www.city.tatsuno.lg.jp/kenko/iventtyuushi.html）又は右記ＱＲ
コードからご確認ください。
　また、この広報に掲載しているイベント等についても、中止や延期になる場合があります。

門の外

塚
つかはら
原　舞

まい
 さん（写真左）

たつの市の魅力を発信するだけではなく、市民の
方々にも寄り添い、笑顔あふれる町づくりのお手伝
いをさせていただきたいと思っています。
精一杯がんばります！ よろしくお願いします。

敏
としもり
森　ほのか さん（写真右）

「明るさ」と「目標に向かって邁進できる」私の長所を
生かし、一年間明るく笑顔を絶やさずに、大好きな
たつの市のＰＲ活動を精一杯がんばりたいと思いま
す。 よろしくお願いします。

　門の外は、寛文12（1672）年の文書に「御門外」と記された上川原の枝町
で、善龍寺の東にはかつて惣門があり、その外という意味が地名の由来と
なっています。
　かつては紺屋が軒を連ね、地区の東には公用の馬繋ぎ場もありました。
現在は、本市の地場産業である淡口醤油を製造する事業所があるため、
醤油の香りが漂う風情のある地区です。
　通りの景観は、醤油会社の主屋や醤油蔵が大きな割合を占めており、
醸造のまち「龍野」にふさわしい景観を醸し出しています。
▶まちづくり推進課（☎64・3167）

▶観光振興課（☎64・3156）

2020
プリンセスたつの

決定！
　たつの市親善大使の「2020プリンセスたつの」
が決定しました。
　１年間、市内外での観光ＰＲイベント等で活躍
いただきます。
　お二人とも、明るく元気いっぱいの大学生です！

プリンセスたつの
決定！

　開庁時間は、金曜日は19時まで延長し、月～木曜日は、17時15分までとします。
■変更日  ６月１日（月）～
〔現　行〕 月～金曜日：18時まで　　〔変更後〕 月～木曜日：17時15分まで　金曜日：19時まで
※本庁は従来通り（月～金曜日：18時まで） ※各窓口は、開庁時間の変更のみで業務内容に変更はありません。

▶●新 地域振興課（☎75・0251）、●揖 地域振興課（☎72・2525）、●御 地域振興課（☎322・1001）

善龍寺

鶏籠山

龍野城

龍野小学校

龍野図書館

中央公民館

竜野橋

醤油の郷大正ロマン館
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